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【はじめに】

平成 19年から同 20年にかけて、佐世保市歯科医師会員が経営する 131の歯科診療所、

および2つの病院歯科にて、口腔外傷発生動向調査を実施した。同調査の結果から、口腔

外傷の受傷場所として「自宅(屋内)J と「保育所・幼稚園Jとの回答が多かったため、最

終年度である平成 22年度は、佐世保市幼児教育センターと共同して、佐世保市内の保育所・

幼稚園に働く保育士・教諭を対象とした外傷予防に関する研修会を行った口

【対象と方法】

佐世保市医師会、岡市歯科医師会、産業技術総合研究所、および日本公園施設業協会の

協力を得て、計4回の研修会をシリーズ企画として実施したコ市内保育所・幼稚園に対す

る研修会の案内、および研修会場の準備については、佐世保市幼児教育センターのスタッ

フが行った。研修会の日程は、以下のとおりであった。

第 1回: 平成 21年 5月 11日(月)

演題歯と口のケガと応急処置j

場所:ふれあいセンター 2階ボランティア研修室

講師:品川|小児歯科院長 品川光春

第 2回: 平成 21年 6月 17日(水)

演題:r子どものケガの初期対応J

場所:子とも発達センター 1階すいかの部屋

講師:佐世保共済病院副院長 萩原博嗣

第 3回: 平成 21年 7月2日(木)

演題傷害データから予防法を開発する取り組みJ

場所: 子ども発達センター 1階すし、かの部屋

講師: 産業技術総合研究所西田佳史

第 4回: 平成 21年 8月 24日(月)

演題 r遊具における事故予防J

場所: 子ども発達センター 1階すし、かの部屋

講師: 日本公園施設業協会 石抜博史
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【結果]

合計4回の研修会で、のべ 367名の参加を得た。研修会別の参加人数は、以下のとおり

であった。

認可保育所 認可外保育所 幼稚園 その他 計

第 1回 64 3 24 6 97 

第 2回 69 3 30 6 108 

第 3回 56 3 15 6 80 

第 4回 50 2 24 6 82 

A口、乱pl 239 11 93 24 367 

研修会時のアンケート調査結果

各研修会を受講したすべての参加者に対して、「興味の程度についてJU興味が薄かったj

'"'-'r興味が深かった」の 5段階で回答)、「理解の程度についてJU難しかったJ'"'-' r理解

できたj の 5段階で回答)、および「業務への反映J(r参考にならなかったJ'"'-' r参考にな

ったj の 5段階で回答)の 3項目についてアンケート調査を実施した。同調査では、研修

会に対する意見として「自由回答側」に記入するよう依頼したコ

その結果、興味の程度が「興味深かったJと回答した者、理解の程度が「理解できたJ

と回答した者、および業務の反映が「参考になったJと回答した者の割合は、以下のとお

りで、あったD

興味の程度 理解の程度 業務への反映

第 1回 75% 61% 78% 

第 2回 95010 92% 97% 

第 3回 71010 65% 63010 

第 4回 820/0 820/o 90010 

[考察1
1 )第 1回:r歯と口のケガと応急処置j

保育所・幼稚園における歯と口のケガは、希で特別なケースではないと思われる。自由

回答欄でも「口のケガはよくあるので、研修を受けて勉強になったJr園では、口や歯をぶ

つけたりするケガが多く、勉強になったJ等の意見からも伺える。しかしながら、「歯と口

のケガと応急処置について初めて研修させていただいたJとし寸意見もあり、保育所・幼

稚園に働く職員を対象とした口腔外傷の予防や応急処置についての研修会の機会が少ない

ことが示されたっ園のl隊員は、一定数の頻度で発生している歯と口のケガに対して大きき

な不安を抱えていることが伺えるため、口腔外傷の予防や応急処置についての継続的な支

援(研修会の開催、マニュアルの作成など)の必要性が示された。
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2) 第 2凪:r子どものケガの初期対応j

圏内で発生する一般外傷に対する応急処置は、参加者にとって関心が高く、業務への反

映も参考になったという意見が最も多く聞かれたうとくに傷に対する消毒の理論と実践方

法は、参加者にとって大変に参考になったという意見が多く聞かれていた5

医学的専門家が少ない、あるいは皆無である保育所や幼稚園では、頻発するケガへの応

急処置については常に不安を抱えていると考えられる口定期的な研修会などを通じて支援

の必要性が示された。

3) 第 3回:r傷害データから予防法を開発する取り組みj

傷害に関する様々なデータを収集し、工学領域の技術を用いて分析を行い、傷害予防に

関する情報を社会全体で共有する「安全知識循環型社会Jについての話があった十なじみ

の少ない分野であるため、興味の程度は小さかったようであるが、「傷害データからどのよ

うに予防するかを科学的に研究しており、すばらしいと思ったと同時に日本の科学的技術

に驚いたJr工学から子どもの事故を考えるという視点に驚くとともに、とても将来生のあ

る分野だと思ったJなど、最先端の社会の取り組みに対しての驚きと賛同の声がきかれた=

講師の西問先生から、傷害事故データの収集に協力してもらえる保育所・幼稚園の参加

依頼があった。現在、佐世保市立の保育所において傷害事故に関するデータ収集事業が開

始されているつこれらのデータが蓄積され、保育所や幼稚園における傷害事故の予防が進

められることが期待される。

4) 第4回:r遊具における事故予防」

園内の遊具と関連した事故を豊宮な資料とともに話があった。事故が発生した理由とそ

の予防法についても、あわせて話があり、参加者にはとても参考になったと好評であった。

さらに、遊具の日常点検のポイントがわかりやすく示され、早速、園で実践したいとの意

見が多くきかれたコ

佐世保市保育所・幼稚園の職員を対象に、傷害予防についての研修会を行った。園の職

員は、外傷事故の処置について不安を有していることが伺えた。継続した研修会の開催や

応急処置マニュアルの作成など、事故予防に対する支援の必要性が示された、

圏内で発生している傷害データは、収集・分析し、社会還元することで事故予防対策へ

と繋がることから、市立保育所では傷害データの収集事業が開始され、傷害予防の基礎資

料が得られることが期待される。また、閣内の遊具に対する日常的・定期的な安全点検の

と考えられたlコ
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直詞

資料 1 研修会時に行った調査結果

資料 lー1) 第 1回研修会 「協と口のケガと応急処置」 品川光春



第 1回研修会 「歯と口のケガと応急処置J 品)11光春

1 )興味の程度

「興味が深かった (4+5)J とした者の割合は、 750/0であり、口腔領域の事故について

の関心の高さが伺えたこ

興味の程度 興味の程度

1興味が薄かった 10 単位:人
ロ興昧が簿かった ロふつう ロ興味が深かった

1% 

3ふつう 21 

29 

5興味が深かった 36 

2) 理解の程度

「理解できた (4十 5)Jと回答した者の割合は、 610/0で、あった己「ふつう」あるいは「難

しかったJ とした者は、「内容が専門的であった」という意見もみられたものの、多くは、

音響の不備のため、聞き取りができなかったためと考えられた。

理解の程度 理解の程度

単位:人
ロItしかった ロふつう ロ理解できた

2ふつう 24 

30 

5理解できた 23 
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3) 業務への反映

「参考になった (4+5)J とした者の割合は、 78%であった口園内における口腔領域の

事故は、少なからず発生しているにも関わらず、その対応法については、研修会などで学

ぶ機会が少なく、現場での不安は大きかったものと考える。口腔領域の事故予防とその対

応に関する研修会の定期的な開催が必要であると考えられたコ

業務への反映 業務への反映

1参考にならなかった I 0 単位:人
ロ参考にならなかった ロふつう ロ参考になった

3，5、つう 14 

22 

s.考になった 46 

4) 自由回答欄

自由回答欄に寄せられた回答は、 a) r有意義であったJ、b) r講演への要望」、 c) rそ

の他Jの3つに大別された。それぞ、れの分類別の意見は、以下のとおりで、あったD

{有意義であった】

口の中のことなので、一件、見ても分からない事が多く、一応、受診をするように心

がけています

初めて聞く内容もあり、参加して良かったです

症例を写真などで説明してくださって見やすかった

口や歯をケガすることが、やはり多かったので、こういった研修があってよかった

口のケガはよくあるので、研修をうけて勉強になった。知らなかったことがし、くつも

あったため、今後のケガの対応、処置の参考になり良かった。このような研修をまた

受けたいと思った。

今回のように専門家の方からのお話しを聞く研修は、とても興味深く参考になったコ

今後の研修にも参加したいと思います口

乳歯でも、永久歯に影響が出るので、歯科医に連れて行った方が良いとわかった。

f却を打った子のことや、実際の子どもさんの歯をみて、とてもわかりやすい説明で、

大変よく理解できました=園に戻ってからも、このことをぜひ役立てていきたいと思

います。ありがとうございましたっ

歯や口のケガは一番に怖いことなので、今日の研修で勉強ができてよかったです。あ

りがとうございました。
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- 打ったりすることは多かったのですが、ひどくないと大丈夫と思い、その後、何もし

ていなかったりすることが多かった。

歯が折れるケガにはあったことなかったが、口の中を切るケガは、 2件ほどあってい

て、とても困惑した経験があったので、興味深かった5 ありがとうございました。

内容が良かった

質問コーナーでいろいろと聞けたので、良かったです

・歯の応急処置についてとても勉強になりました。他にも歯のことについて分からない

事も知って参考になりました3

抜けた歯を持参する時の応急処置など全く知らなかったので参考になりました。

今後の保育に反映できる話だ、ったっ適切に処置したら元に戻ることを知ることができ

た2 歯の大切さを感じた。

専門の先生からのお話しを聞くことができ、とても勉強になったo

保育園で、歯を打ったりすることが多く、大変に参考になりました。ありがとうござ

し1ました。

質疑応答で知識が増えた。参考になることが多々あったので、今後の業務に活かして

いきたい。

口のケガについては、なかなか知る機会がないので、とても良かった。

闘では、口や歯をぶつけたりするケガが多く、勉強になったD

ケガをした場合、どの程度で病院に連れて行くかが気になっていたので、そのあたり

も説明していただけで助かりました。

歯科の専門的な研修は初めてだ、ったので、とても参考になったっ知らないことや誤解

している事も多く、園で報告し、保育の参考にしたい3 今日はありがとうございまし

た。

閣の中で、口の中をケガすることが多くあるので、とても参考になりました。

歯についての適切な処置や、どの程度で受診をしたら良いのか等、具体的に先生から

聞けたのでとても参考になりました口活発な子ども達と関わる中でどうしてもケガは

っきものでありますが、防げる所は配慮していく必要があるので、十分に注意しなが

ら保育していきたいと思いますっ

勉強になりました。ありがとうございました3

内容的にはとても参考になったl十

すごく参考になった=質疑応答の時間が参考になることが多く良かったっ

歯と口のケガと応急処置について初めて研修させて頂いたので、興味深く、勉強にも

なりました

ケガの場合によっては、歯科でも治療可能だと初めて知りましたすとても参考になり

ました"

質問に対しては分かりやすく説明してもらって良かったへ
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• 

• 
• 

• 

歯や口のケガについて学ぶ機会も今までなかったので、大変、興味深い内容でした。

闘では、口のケガは多く遭遇しやすいので、今後、十分に役立てていきたいと思いま

すD ありがとうございました。

とても参考になりました。ありがとうございました。

今回の研修で、新たな知識を増やすことができました±その知識を職場で役立ててい

きたいと思います口また、次の研修会にも参加したいですっありがとうございました。

擦り傷、切り傷ではなく、歯のケガはどう対処すれば良いか分からず、以前に歯のケ

ガがあったとき、戸惑いました。今日のお話しで勉強になりましたので、役立てたい

と思います。ありがとうございました凸

失uらないことが多すぎました。とても勉強になりました。ありがとうございました。

歯が抜けたとき、牛乳を使用することは今回初めて知りました口先生の声が聞き取り

にくかった。歯は大切!で、お勉強させられる話がいろいろ聞けて良かったです。あ

りがとうございましたコ

歯のケガについての研修は初めてだ、ったので、すごく勉強になりました口また、次回

も楽しみにしていますり

直接、業務に関係ありませんでしたが、子どもの歯の勉強になりました。ありがとう

ございました。

子どもが転んで口内から出血するという事故を何度か目の当たりにしているのですが、

歯科を受診させるか否か悩むことがあります。グラグラしていなし、から大丈夫という

基準でいましたが、めり込んでいたり、見えないところに傷があったりと、改めて気

を付けなければいけない事故だと思い知らされました口

[講演への要望】

事例ではなく、ケガをして病院に行くまでの対処法をもっと聞きたかった

抜けた歯でも元に戻ると聞いて驚いたコ出血などあると慌ててしまうが、落ち着いて

処置をしなければいけないと改めて思った

症例を写真などで説明してくださって見やすかったが、声が小さく何を言っているの

か分からなかった

・マイクを通しでも講師の声が聞きづらかった。もう少し、マイクの音の調整をお願い

します士

声が小さく聞き取りにくかったです。

・マイクのボリュームが小さく、あまり聞こえませんでした。何とか聞こえ、内容が良

かったので、はっきりと聞こえるとありがたかったです。

すごく興味深いテーマだ、ったのですが、研究発表のような感じになってしまって残念

でした。しかし、質問コーナーでいろいろと聞けたので、良かったですが、内容の中に
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詳しい対処法を組み込んでいただくと良かったかなと感じましたコマイクのせいか、

先生の声がこもって聞きづらかったですコ

聞きづらかったが、今後の保育に反映できる話だ、った士適切に処置したら元に戻るこ

とを知ることができた。歯の大切さを感じたD

質疑応答で知識が増えたが、聞き取りにくかった。参考になることが多々あったので、

今後の業務に活かしていきたい0

. せっかく良い話をされているのに、後ろまで聞こえずらく残念で、したご

園では、口や歯をぶつけたりするケガが多く、勉強になったc 後方の座席で聞き取り

にくかったので、マイクの音量をもう少し調整していただけると嬉しいですっ

少々難しいのと、後ろの席は、よく聞こえず、理解できにくいとろこもありました口

席の後方のため、声が聞こえにくく、字も見えづらかったョ

声がよく聞き取れず残念だ、ったっ

先生の声が届きにくかったですコゆっくりと詳しく聞けたらと思いますD

もう少し広い会場で、やって欲しかったコ

後ろの方は声が聞きづらかった。スライド画面の下の方は見えなかった。

先生がボソボソと話されるので、やや聞き取りづらかったが、内容的にはとても参考

になった日

歯と口のケガと応急処置について初めて研修させて頂いたので、興味深く、勉強にも

なりましたが、もう少し大きいスライドで、写真を見たかったのと 少し聞き取りにく

かったので残念ですの

マイクの声が聞き取りにくいことが多かったコスライドを 1枚 1枚か、もしくは月齢

別かにして、 1枚のスライドに歯の症例の写真の数を少なくして欲しかった。質問に

対しては分かりやすく説明してもらって良かったっ

後ろの席だ、ったので、声が聞きとりづらかった。

擦り傷、切り傷ではなく、歯のケガはどう対処すれば良いか分からず、以前に歯のケ

ガがあったとき、戸惑いました。今日のお話しで勉強になりましたので、役立てたい

と思いますコありがとうございました口

知らないことが多すぎました=とても勉強になりましたつありがとうございましたへ

歯が抜けたとき、牛乳を使用することは今回初めて知りました。先生の声が聞き取り

にくかったら歯は大切!で、お勉強させられる話がし、ろいろ聞けて良かったです。あ

りがとうございました。

先生の話の内容が聞きづらかった。質問する方にもマイクで質問して頂きたかった士
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{その他]

口の中のことなので、一件、見ても分からない事が多く、一応、受診をするように心

がけています

抜けた歯でも元に戻ると惜lし、て驚いたョ出IfrLなどあると慌ててしまうが、落ち着いて

処置をしなければいけないと改めて思った

1歳児担任ですが、永久歯に大きく影響がでるとのことなので、ケガをさせないよう

に、日々の保育をしていかなければいけないと思いましたコ迅速な処置を心がけたい

です。ありがとうございました。

表面が傷ついていなくても内側にヒピ、が入っている場合もあると聞き、驚いたο

子どもが転んで口内から出血するという事故を何度か目の当たりにしているのですが、

歯科を受診させるか否か悩むことがあります。グラグラしていなし、から大丈夫という

基準でいましたが、めり込んでいたり、見えないところに傷があったりと、改めて気

を付けなければいけない事故だと思い知らされました。

乳歯でも、永久歯に影響が出るので、歯科医に連れて行った方が良いとわかった。

歯についての適切な処置や、どの程度で受診をしたら良いのか等、具体的に先生から

聞けたのでとても参考になりました。活発な子ども達と関わる中でどうしてもケガは

っきものでありますが、防げる所は配慮していく必要があるので、十分に注意しなが

ら保育していきたいと思います。
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資料 1 研修会時に行った調査結果

資料 1-2) 第 2回研修会 「子どものケガの初期対応」 萩原博嗣



第 2回研修会 「子どものケガの初期対応J 萩原博嗣

1 )興味の程度

「興味が深かった (4+5)Jとした者の割合は、 950/0であり、日常的に起こりうるケガ

に対しての関心の高さが伺えた。

人霊 (%) 

興味の程度1興味が薄かった O (0.0) 

2 O (0.0) 
3普通 5 (52) 口ふつう 口興味がj勅、った

4 22 (22.9) 

5興味が深かった 69 (71.9) 5% 

合計 96 (100.0) 

2)理解の程度

「理解できた (4+5)J と回答した者の割合は、 92%であった。自由回答には、「分か

りやすかったJとし寸意見が多く聞かれており、理解の程度は高かったものと考えられた。

人数 (九)

理解の程度1難しかった (1.0) 

2 (1.0) 
3ふつう 6 (6.3) 口難しかった 口ふつう 口理解できた
4 28 (29.2) 

5理解できた 60 (62.5) 

合計 96 (100.0) 

唱
E
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3) 業務への反映

「参考になった (4+ 5)J とした者の割合は、 97%と非常に高率で、あった(自由回答に

は、「大変参考になった」という意見が多く聞かれ、現場にて一般的に発生しているケガに

対応した有意義な講演で、あったと考えられた。

丈薮 (%) 

1参考にならなかった 。 (0.0) 業務への反映
2 O (0.0) 
3ふつう 3 (3.1) 口ふつう 口参考になった
4 17 (17.7) 

5参考になった 76 (79.2) 3% 

合計 96 (100.0) 

4) II山回答欄

自由回答欄に寄せられた回答は、「分かりやすかったJr参考になった」とし寸意見が多

く聞かれた。ごく少数ではあったが、会場に対するよう要望も聞かれた。

身近な問題で分かりやすく、時々、ジョークを入れられて楽しい時間を過ごすことが

できました臼できましたら、また、機会を作って欲しいと思います。ありがとうござ

し、ました司

脱巨|、骨折の他に肘内障というのがあるということを初めて知り、勉強になりました。

ありがとうございました。

分かりやすくてとても参考になった。

保育所は色んなケガがあるので、話を聞けてよかったと思います。

消毒のお話しなど、今まで、間違った考えを持って処置していたことがわかり、大変参

考になりました。様々なケガの話を聞けて良かったですっ

わかりやすくてためになった。先生がおもしろくて楽しかった。

骨折や肘内障など、幸い経験したことがありません。今日、先生のお話を聞いて、と

ても参考になりました。明日から傷には流水で傷口をきれいにすることにつとめます。

ありがとうございました。

とても分かりやすかった。あっという聞の時間だ、った。流水で、流すことの大事さがよ

くわかったコ明日から実践してゆこうと思う口

ケガした後の対応とか、普段、保育園で起こりうるような骨折とか肘内障のお話しな

どを聞けたのでためになりました。
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分かりやすく丁寧でユーモアもあり、とても聞きやすく、とても参考になりました。

どうもありがとうございましたっ

実際に困でのケガの例などに答えてくださり、参考になりました。ありがとうござい

ました"

役立つ内容ばかりで、とても勉強になった。傷口の消毒は必要ないと言うことが驚い

た"

転んだときに流水で充分に洗うことが良いという理由がわかったので、良かったです。

肘内障、ケガの基本的処置など、知識を新たにした所があり、参考になりましたつあ

りがとうございました。

知らない事がたくさんあり、とても勉強になりましたっとくに肘内障については参考

になりましたロ

とても参考になりました。ありがとうございましたっ

とても勉強になりました。子どもたちがケガをした時、参考にしますコ

消毒のことなど、間違った知識を持っていたところがあり、驚き、勉強になりましたD

ケガはよくあることなので、適切な対処ができるようにしていきます。ありがとうご

ざいました。

ケガに応じた対応や着H点など分かりやすかったです口

ケガについてわかりやすく、簡単に初期対応について学べて良ヵ、った"

大変勉強になりました。ありがとうございました。とくに消毒、肘内障に関しては勉

強になりました l

初めて聞くものがあり、とても勉強になったこ今後の保育に活かしていきたいご

お話しは大変参考になった。時間をもっと早い時間にしてほしい。テーブル、椅子が

欲しかったっせめて長椅子くらいは欲しい。

砂糖水の話は、初任の頃からの伝え聞きでした三保育者間の伝承 先人の知恵なんだ、

なぁと思いました〕保育に携わる者としてやはりケガが一番心配ですコお話しを聞か

せて頂いて大変参考になりました。ありがとうございましたュ

初めて知ることがあり勉強になりました。消毒液を使わない方が良いと言うことも初

めて知りました。改めて理解できました。

改めてケガの対処法を学べて良かったです亡}応急処置の実際の仕方(廿折やてんかん

など)などを、またしてもらえたらと思います口ありがとうございました。

肘内障の処置の仕方を具体的に教えて頂き、本当に良かったです。やってみたいと思

いますコまた、消毒不要のお話しはとても参考になりました円

日々の保育の中でも役立つことを数多く聞かせて頂き、ありがとうございました。と

くに、消毒剤の効果は無いとのお話しに驚かされ、日々、学びを深めることが大切な

のだと痛感しました白また、肘内障についても知ることができ、本当によかったです。

ありがとうございましたっ
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消毒薬をあまり使わないというのは参考になった。

とてもわかりやすく聞かせて頂きました。 冷湿布、温湿布の使い分けなども教えて頂

きありがとうございました口

・業務に反映できる正しい知識を身につけることができ、参考になりましたコありがと

うございました。

わかりやすくてよく理解できた白

[会場に対する要望・その他】

時間をもっと早い時間にしてほしい。テーブル、椅子が欲しかった。せめて長椅子く

らいは欲しい。

骨折の症例が詳しくわかりましたコ病院内の事でなく、病院に行くまでの現場での初

期対応をもっと知りたかったです。
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資料 1 研修会時に行った調査結果

資料 1-3) 第 3回研修会 『傷害データから予防法を開発する取り組みJ 西田佳史



第 3回研修会 「傷害データから予防法を開発する取り組みJ 西田佳史

1 )興味の程度

「興味が深かった (4+ 5)J とした者の割合は、 710/0であった。一方、「興味が薄かっ

た (1+2)J とした者が 60/0あり、やや取り上げにくいタイトルだ、ったのかもしれない±

丈薮 (%) 

興味の程度1興味が薄かった 2 (2.~司

2 2 (2.笥
3普通 16 (23.2) 口興味が薄かった 口ふつう ロ興昧が深かった
4 18 (26.1) 

5興味が深かった 31 (44司
合計 69 己旦~

2) 理解の程度

「理解できた (4+5)Jと回答した者の割合は、 65%であった。一方、「難しかった(1 

+ 2)J とした者が 12%であった。「傷害予防の開発」という異なる分野に対して、理解が

できなかったとした者があったのかもしれないご

人数 (%) 

1難しかった 2 (2.9) 

2 6 (8.乃

3ふつう 16 (23.2) 

4 25 (36.2) 
5理解できた 20 (29.0) 
合計 69 U且2l

理解の程度

口難しかった 口ふつう 口理解できた

F
D
 

唱
1
ム



3) 業務への反映

「参考になった (4+ 5)J とした者の割合は、 63%であった。一方、「参考にならなか

っ た (1十 2)Jとした者が 10%あり、「傷害予防の開発」と「園での活動Jとの接点を見

いだ、せなかった者があったのかもしれない。

人数 ~ 
1参考にならなかった (1.司 業務への反映
2 6 (9.0) 
3ふつう 18 (26.9) 口参考にならなかった 口ふつう 日参考になった
4 16 (23.9) 

5参考になった 26 (38.8) 

合計 67 (100.0) 

4) 自由回答側

自由回答欄に寄せられた回答は、総じて好評で、あった。傷害予防というなじみの薄い分

野ではあるが、工学領域の最先端の技術を導入した開発のあり方に驚きと関心を寄せる意

見が多かった〕また傷害予防サーベイランス;こ参加し、みづから傷害予防対策の開発に関

わりたいという意見も聞かれた。

[良かった】

大変興味深い内容でした。ありがとうございました。

少し内容が難しかったが、説明がわかりやすくて興味がわきましたご

子どもの怪我をどれだけ保育者や大人が防げるかということが大切だと思いました。

子どもはどんなことでもやってみようと好奇心があるので、大人が安全な環境を少し

でも作ってあげないとし、けないと思いました。

ぜひ園長に相談して傷害データ提供協力を行いたいと感じたコ原因不明の怪我(打撲)

を経験したことがあるので原因を追究したいと感じたD

今の研究の技術、進歩にはびっくりしました。説明が判りやすくとても勉強になりま

した。自分ひとりの考えでは出来ませんが、プロジェクトの一員になれたら幸せです。

これまでのデータ等の冊子はないのでしょうか 若い方なのに勉強されていたのに脱

帽です=

工学から子どもの事故を考えるという視点に驚くと共に、とても将来性のある分野だ

と思いました=公園や園庭の遊具などにもどんどん安全対策が普及し、子ども達が安

全に遊べるよう~こなってほしいと思います。とても勉強になりました。
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今回の研修テーマは難しいと感じていたが、実際に画像や重JJ両を見ながら理解できわ

かりやすかった。また傷害データからどのように予防するかを科学的に研究しており、

すばらしいと思ったと同時に日本の科学的技術に驚いたコ事故情報の統計のネット公

開などはぜひ利用してみたいと感じたっ

内容はとてもわかりやすかったのですが、これをどのように活用したらいいのかと思

っていましたが、最後で研修の趣旨がよくわかりましたロ簡単な報告で済むのでした

ら、協力したいと思いましたコ

ダミーを使った検討会は以前テレビで観ていたので、半IJりやすかったです+

|主我について、こんな研究が進んでいるのだなあと感じましたこ うれしいですね。

話だけではなく資料に行-}つての説明だ、ったので、わかりやすかった r

傷害データを予防法を開発するのは、さまざまなデータを元にして開発されているの

で、参考になったコ

資料が見やすくて判りやすかった5

¥VEBで、し、ろいろな事例をみれらるところは便利だと思う o わかりやすい内容だ、った。

とても勉強になりました内やはり子どもが怪我をするのには、遊具が一番多いことが

わかりましたっ今後も気をつけ、予防できることはしていきます。

知らない内容で難しかったが勉強になりました。ありがとうございました乱

子どもの事故防止のための原因究明、製品改善について、すばらしい取り組みだと思

し、ました=

データ等によって、今回初めて知ることが出来た部分があったのでよかったっ

判りやすく今後の保育について考えさせられ、よい研修だ、ったlう

事故について科学的に調べられていて、とても参考になりましたコありがとうござい

ました 3

とても勉強になりました。子どもの事故や怪我は予想がつかないので、とても参考に

なりました。

傷害データから予防法を開発する取り組みという分野を知らなかったのですが、すご

く興味深く 11tlかせていただきましたう

事故予防についての、このような取り組みがあることを、初めて知りました。まずは

ホームページ等から活用していこうと思います。ありがとうございましたD

とてもわかりやすかったです。

【今後に期待したい]

意義のある活動だと思うが、日常の業務に役立てるものでは、まだないのではなし、か

と思う=今からのノウハウの蓄積、活用に大いに期待しますっ

このような研究をされている機関があることを知らなかった。遊具の安全対策などは

とても興味深く、これからも続けていってほしいっ

巧

t



• 聞けてよかった。が、もっと人間的な子供との関わりを私はしていきたいと思う o リ

スクとハザード、についても自分で勉強しているもので満足しているわけではないが、

身近なものであるo この先必要となってくるし重要なことなんだけれど進歩しすぎて

いるんだなあと・ o WHOの提言は理解できるが冊子にもあったように“能力開発刊

して途上国へ届けられるようにし、つかなる?人間は科学的にコントロールされるよう

になるのか。子どもに係わる職業についているものとしては、このような配慮を知る

ことは重要であると忠、う。でもやっぱり子ども自身に危機回避能力をみにつけさせる

こともひつようなんだよなあ、と・・。世の中自分の身は自分で守るのが基本。

いろいろな取組をされているんですねο たくさんの人が事故を予防-で、きるきっかけに

なると思う。このようなデータから怪我がなくなればよいが、それにばかり頼れない

ところもあり、やはりそばにいる私達がしっかり子ども達を守らなければと思ったコ

子供たちが目で見て危険だと思うようなソフトも開発してくださればいいのかも・-

・事故予防に対する研究がどのように行われていて、進んでいるかがわかった。しかし

明日からの保育に実際に具体的に使えるもので、はなかったかな・.

保育士や園以外でも怪我について事故について深く追及されている方の存在をはじめ

て知りましたが、|司じことを考える人として協力していきたいし、改善されていった

らよいと思ったーソフトなども園、保護者と共に活用していきたいと思いました。

【講演内容に対する要望]

事故防止のため、 0'"'""'7歳までの具体的子どもの行動を知りたいと思った。子供をどう

守るか具体的なものをたくさん知りたかった内

事故を防ぐためには、原因をしっかり知ることが大切だと判りました。全体ではなく、

もう少し闘での事故、予防の内容の話があればよかったと思います。

遊具それぞれに起こりうる事故、防止する方法を教えてほしかった。

[その他]

太鼓橋は小さい子も登れるが (3歳児)頂上付近より落ちやすい。下に敷物などあれ

ばと思う o

闘にある固定遊具についても危険な箇所はメーカーに伝え、改良してもらう必要があ

るのかなと感じました。

子どもの怪我をどれだけ保育者や大人が防げるかということが大切だと思いました。

子どもはどんなことでもやってみようと好奇心があるので、大人が安全な環境を少し

でも作ってあげないといけないと思いました。
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資料 1 研修会時に行った調査結果

資料 1-4) 第 4回研修会 「遊具における事故予防」 石抜博史



第4回研修会 「遊具における事故予防j 石抜博史

1 )興味の程度

「興味が深かった (4+5)J とした者の割合は、 820/0で、あったコ一方、「興味が薄かっ

た(1十 2)Jとした者が 1%あった。

人数 (%) 
輿昧の程度1興味が薄かった 。 0.0 

2 1.4 

3普通 12 17.1 
口興味が薄かった 口ふつう 自興味が深かった

4 24 34.3 

5興味が深かった 33 47.1 

金計 70 100.0 

2) 理解の程度

「理解できた (4+ 5)Jと回答した者の割合は、 82%であった。一方 「難しかった(1 

+ 2) Jとした者が 1%で、あった。参加者にとっては、理解しやすかった講演で、あったと考

えられた。

人数 (%) 
1難しかった O 0.0 理解の程度2 1.4 
3ふつう 12 17.1 

口難しかった ロふつう 巴理解できた
4 16 22.9 
5理解できた 41 58.6 1% 
合計 70 100.0 

-19-



3) 業務への反映

「参考になった (4十 5)Jとした者の割合は、 900/0であった。「ふつう j とした者をあ

わせると 97o/~の者が、業務にとって参考になったと回答しており、有意義な講演で、あった

と考えられたリ

人数 (%) 

1参考にならなかった 。 0.0 
業務への反映

2 2 2.9 
3ふつう 5 7.1 

口参考にならなかった 口ふつう ロ参考になった

4 17 24.3 3% 

5参考になった 46 65.7 
合計 70 100.0 

~ 

4) 自由回答欄

自由回答欄に寄せられた回答は、総じて好評であったコ参加者にとって、身近な話題で

あったためか、経験にもとづく多様な意見が聞かれた。また、会場についての不j前の声も

いくつか聞かれた。自由回答については、以下のとおりで、あった=

{良かった]

日々の日常点検が大切で、子どものケガが起こらないように常に頭に入れて、子ども

達と遊んでいこうと思いました。本日は、ありがとうございましたコ

ありがとうごさいました。日頃の点検が大事だということがよくわかりました。

実際の事故の例なども挙げてもらったことですごく分りやすく、自園におきかえて、

振り返ることが出来ましたら事故が起こってからでは遅いので、防げるものは防げる

ように点検を行っていくようにします。為になるお話をありがとうございました。

今回の研修に参加し、改めて遊具の点検の大切さを感じました。点検のポイントもと

ても参考になりました。ありがとうございました円

具体的な事例を上げて説明してくださったので、理解しやすく興味深かったで、すっ

実際の事例があり、とてもわかりやすかったです。

これからの注意してみていくところなど意識して見ていきたいと思います=ありがと

うございました弓

事例を踏まえた対策、予防等の大切さを改めて痛感しました2

遊具の点検の必要性がわかったコすぐに園で点検しようと思った。

遊具点検のやり方、ポイントなどが、よく理解できましたっありがとうございましたD
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• 
. 

とても分かりやすくて、興味を持って闘けました。ぜひ実践していきたいと思います=

ありがとうございましたlコ

子どもが遊具を使っているときは、やはり保育者がしっかりと見ているべきだと痛感

いたしましたn 何かが起きてからでは、大変なことになるので、お話を闘いて、とっ

ても大切だと思いました。

子ども達が楽しく遊ぶための遊具が、遊び方を間違っていたり点検が行われていなか

ったために、重大な事故につながるということがよくわかりましたコ普段からしっか

り点検を行い、子ども達の遊び方をしっかり見守り、また遊び方を一緒に再確認して

し、きます。

細かいところに目を配り、共に生活していきたいと思いました。小さな子の目線で危

険を見つけていきたい。いろいろな様々な所に危険があることを忘れずに常に気を配

っていきたい凡

身近な遊具での安全方法を学べたので、よかったコとてもわかりやすかった。またこ

のような研修をしてほしい。

なんでも子どものtI線で見ないと思わぬ危険があることを再認識させられました。常

に子どもの行動から目を離さないでいないと大きな事故になる。点検の回数を増やし

ていきたいですコ

事例を基にしーた話だ、ったのでわかりやすかった1 また園にも似てる所があるので、点

検を行っていきたいと思う。

ありがとうございました九

遊具の安全点検について改めて考えるよい機会となった口安全点検の大切さ、見るべ

きところがわかった「

日常点検の重要性を改めて感じました。今回の研修を園で、の事故防止に生かしたいと

思います「ありがとうございましたコ

毎月の遊具の点検のときに使える視点があり、参考になりましたの

この講習を受けて、|翠で、やってみよう!と思うことが多くあった仁・ありがとうござい

ました《

とてもよい勉強になりましたうまだ新人 2年目なので、これからもっと安全対策を配

慮、していきたいと思います。

園でも遊具の点検を行っていますが、点検法の詳しい話があったので、これからの遊

具点検にとても役立ちましたっ遊具の危険性についても例を上げての話だ、ったので、

とても判りやすかったですユ

身近に起こりえることなので、とても勉強になった。明日からの保育につなげていき

たいと思います凸今後、確認など行っていきたい。

遊具点検の大切さを改めて知った。危険なところ、どのようなことが危険かを学んだ

ので早速今週から生かしていきたいですう
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点検をするときのチェックポイントを知り、月に 1度は点検の必要があることがわか

ったので、今後闘で、の点検に生かして意向と思いますっまだまだわからないことも多

いので、また参加したいと思います。

点検の重要性を再認識した口また、子どもを遊ばせる(遊びを見守る)立場としての

い監督"についての意識、 ，c.

盲点な部分を気がけることを教えていただだ、いた凸

とても勉強になりました。日常ありうることを例に挙げてしてくれたので、わかりや

すくてよかったですコ

点検方法を図解、実習で、身につけられたらいいなと思う。

日常点検表がありましたら、いただきたいです。今日はいい話を闘けてよかったです口

子どもが楽しく遊べるはずの遊具が劣化などにより、ケガをしたり死亡してしまう事

故が多いことに驚いた1 点検をしっかり行い、遊具の使い方もしっかり子どもに教え、

楽しんで遊べる環境を作りたい。昔に比べ公園にあった遊具が減少して今の子ども達

が、公園で遊べるものが少なくなり、残念に思っていた。これからは公園に遊具が増

えたらいいなと思う。

圏内だけでなく、公園などでも気をつけて遊具を使っていきたいと感じた=大人はこ

れからスプリングの遊具には乗りませんと

点検の重要ポイントが、よくわかりました。ありがとうごぎいましたヲ

事例が多く理解できた。

注意すべき点を知ることが出来てよかったです。活用していきたいと思います。

{会場に対する不満]

場所が下に座って聞いたので、ちょっとつらかった。

諌早の研修に出てる方はよいが、点検における参考資料がほしかった。レジメでは見

にくし¥コ

事故事例は、閤庭によくある遊具で説明してほしかった，)うちにないものだと思うと

興味がそれた。プリントが見にくし、からと、飛ばされたりしたのも集中力が途切れる

原因になった。見やすいプリントの作成も必要だ、ったのではないか。遊具の点検は具

体的でわかりやすかった巾 4回シリーズとても面白かったです。ありがとうございま

した。

資料が見づらかったのが残念。また机などがなかったため、記入などがしずらかったD

写真がわかりづらい。プリントや映像の文字が小さく、わかりづらいところがある。

資料等のお土産があればと思う。

資料が鮮明ならよかった。

し、すと机を使わせていただけると、もっと集中して学べたように思いました。足やお

しりが痛くて・・後半辛かったです。
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【その他]

駐車場が・・・仕方のないことですが。

日常の点検を見過ごしてないか?再認識が必要と感じました。

遊具の安全点検について学ぶことができましたが、子ども達に対する遊具の、安全に

使うためにどうすべきか対策を持った立てるべきかが必要ではないでしょうかD
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資料2 研修会要旨

資料 2-1) 第 1回研修会 f歯と口のケガと応急処置」 品川光春



第 1回「歯と口のケガと応急処置」

しながわ小児歯科医院院長品川光春

昨年度、佐世保市で就学前の乳幼児の子どもたちの、佐世保市全体の歯と口の外傷の実

態調査をいたしました。いろんな症例がありましたが、私の方からは、子どもの口腔外傷

の実態についてお話ししてみたいと忠いますコ

内容は、昨年度、当院を受診した調査に該当する症例が約40例ありましたが、それらの

症例を中心にまとめてみたいと思います。次に、本日のテーマにもある「応急処置j とし

て、歯のけがをしたときの応急処置と具体的な対応についてまとめてみます。最後に、子

どもの歯である乳歯が、外傷を受けた時、保護者や闘の皆様が最も気になるのは、その後

の永久歯への影響と思いますコ永久歯がどうなるのだろうかということをよく聞かれます

ので、 H乍年事故のあった分に関してはまだ 1年しか経過していませんので、 3歳児でけが

をした子どもはまだ4歳ぐらいですので、まだ永久歯である大人の歯が生えていません=

そのため、永久歯に対する問題に関しては当院の過去の例で、乳歯から永久歯に交換した

症例についてお話ししたいと思います。

内容

1. 平成20年度 佐世保市口腔領域における外傷発生動向調査の症例にっしゐ、て

2. 受傷後の応急処置・対応について

3. 乳歯の外傷受傷後、後継永久歯の交換まで観察できた症例について

1.平成20年度 佐世保市口腔領域における外傷発生動向調査の症例について

図lが最初の症例です。このように少し抜けかかっているときはどうするかというと、固

定しますD 年齢は4歳5か月の女児です。このぐらいブラブラして抜けかかるような状態で

も適切な対応をすれば十分持ちますので、適切な処置が必要です。固定期間は 1週間から

2週間ぐらい固定して除去します。

図 1 4歳 5か月・女児

F
D
 

つ臼



歯科への受診はできれば傷をした直後がいいのですが、夜仁11とか日曜日のように診療時

間外の場合もありますので、難しいときもあります。基本的には、なるべく受傷したらす

ぐの対応が大切ですコそれから、受傷後の処置については、すべての症例で歯を固定する

わけではなく、消毒してそのまま様子を見る例も結構あります。

図2の症例は、消毒だけを行って様子を見た症例ですο 歯の動揺もなく、下口唇の傷も縫

うほどではない場合は、消毒するだけで経過を観察しますっ

図 2 3歳 8か月・男児

図3の症例は、ちょっと分りにくいかもしれませんが、歯を打って色が変わって、このよ

うに少し黒くなってくる場合もあります。このような症例も、通常はそのまま観察します。

例えば、手なんかもボンと打っと青黒く内出血しますが、しばらくするとだ、んだん治って

くると思います。歯も同様で、歯の中も内出血すると歯がちょっと黒くなってきます。あ

る程度時間が経過してくると色が改善してくることも多いのですD ただし、レントゲン写

真で調べると完全に正常には治癒していません。歯の中の神経があるところ(歯髄しずし、)

が、少し変化をしてきますが、腫れたり痛みとかの症状がなければ、そのまま永久歯へ交

換することも多いので、そのまま観察することになりますっまた、変色がひどくなるよう

だ、ったら、少し漂白をして脱色をすることもあります。

図 3前の変色

2歳 11か月・女児

円

h
vっ“



図4の例は、少し陥没していますコわかりにくいと思いますが、少しめり込んでいますD

こういう場合の処置ですが、引っ張り出すと抜けてしまうことがありますコもちろん、引

っ張り出して元の位置に戻して固定することもありますが、この程度であれば、このまま

様子を見て、ある程度自然に挺出してくるのを待つことにしています。

図4 3歳 6か月・女児歯の陥没

歯の外傷で多いのは図 5のような、歯の破折です。打った瞬間に割れたり、歯が欠けて

くることがありますが、その場合には修復をして形態を改善します。

マ弾頭報事京、~~?~尋長

図 5 1歳 6か月・男児 歯の破折の修復

それから、今度は歯が抜けたり抜けかかるようなことを脱臼(図 6) と言いますが、

見ただけじゃちょっと分らないと思います、しかしながら、歯を触ったらグラグラしてい

ますコそのままにしておくと、まず、痛くて食べられないということ、また、動いている

のをただそのまま置いておくと、中の神経(歯髄)がさらに悪くなってきますので、なるべ

く早めに固定して歯の周囲の組織の回復を待ちますコ

rx16 2歳 2か月・男児 不完全脱臼のため固定後治癒
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例えば、転んで手の骨が折れたりすると、なるべく早目に固定します口歯もそれと同じ

です。抜けかかっているのに、そのままにして置いておくよりも、抜けかかっているとき

に暫くの問、固定して、安定したら除去することにより、早期に正常な回復が期待されま

す。図6の症例で固定期間は 1週間ぐらいです。同定している時の注意点として、アメ、ガ

ム、キャラメル等のからんで固定がはずれる可能性のあるお菓子類は食べないようにしま

しょう。通常の食事や歯ブラシの使用は問題ありません白

図7の症例は、転び方にもよりますが、こういうふうに歯肉が切れてめくれていたりする

場合は、縫合してからi指を固定します口切れ方もスパッと切れた場合には、傷跡もきれい

になりますが、この症例のようにめくれたように切れている場合にはしばらくは傷後が残

りますが、永久歯に生え変わるとき、大概きれいになってきます己

図7 3歳 0か月・女児 歯肉の縫合と歯の固定後治癒

図8の症例は、歯ではなくて軟組織の傷ですが、この症例は口唇が切れている場合です。

このようにかなり大きく切れた場合には縫合します。治癒してくると、きれいに元のよう

に改善してきます口

また今回はありませんでしたが、舌が切れた場合も同様で、大きく切れて出血もある場

合は、縫合しますが、小さい場合は消毒と化膿どめとして抗生物質の投与で治癒すること

も多いのが実状です=いずれにしても、判断が難しいと思いますので、必ず歯科医院を受

診されるようにして下さい土

区18 4歳 7か月・男児 下口唇の裂傷縫合後、治癒

。。つ臼



2.受傷後の応急処置・対応について

次に、受傷後の応急処置とその対応をどうするかということですけれども、今までに説

明したように、受傷したときは、なるべく早目に治療したほうがいいので、早期に歯科医

院を受診するようにしましょう。傷の程度にもよりますが、見た目には小さく、表面的に

は少ししか欠けていないようにみえても、裏側が割れていたり、縦にひびが入っているこ

とがあります。そうすると、歯がしみてきて痛みが出たり、神経(歯髄)の治療が必要にな

ってしまうこともありますコ神経の治療をすると、どうしても歯が弱くなるので、なるべ

く神経までし、かないうちに治療することが大切です~グラグラしているときも同様です。

抜けてしまったときは、冷たい牛乳か、図9のような歯の救急保存液(有効期限は2年間)

というのがありますので、それに入れて歯科医院を受診して下さい。最近は牛乳に入れて

受診されるケースが多くなりましたが、以前はハンカチに包んで、、乾燥した状態で、持って
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例えば、公園で転んで抜けて何もないとき、水道水で、いいですからちょっと洗って、濡

れたハンカチでもいいから包んで受診されると助かりますう

それから、歯の外傷で、電話がかかってくるときは、今、子どもが歯を打撲して血がとま

らないということが多いのですが、そういう場合はちょっと押さえて、 1分でも押さえて

おくと大体止まってきます。何もせずにいると、だらだらと血液が流れて、傷は小さくて

もすごく慌ててしまうことも多いようです。

それから、休日とか夜間のときですが、一番いいのはお子様のかかりつけの歯科医院、

園では困医の先生に、電話して聞いてみましょう。どうしても不在で連絡がとれないとき

には、佐世保市の場合、共済病院の歯科口腔外科が外傷の場合の救急指定にはなっていま

すので、そちらのほうにお電話をしてみて下さい。
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3. 乳歯の外傷受傷後、後継永久歯の交換まで観察できた症例について

乳歯の外傷がその後に生えてくる永久歯にどのような影響があるかということですが、

この点が皆様が一番気になることだろうと思いますσ これに関しては、昨年の症例じゃな

くて、過去の症例で説明したいと思いますコ

図10は、 1歳 9カ月の時に打撲して、グラグラしていたため固定をしました。その後、

6歳ぐらいになって大人の歯が生えてきたときに、少し黄色く変色し、歯の形成が不良に

なっています。乳歯の打撲の既往があると、後から生えてくる永久歯の表面がこのように

黄色くなったり白っぽくなったりすることがありますコ

図 10 1歳9か月・女児

乳歯を不完全脱臼

5歳 11か月

永久歯が形成不良

過去当院を外傷のため受診した患者100人について調べてみたことがありますろつまり乳

歯である子どもの歯でけがをして、その後 永久歯である大人の歯が生えてきた患者100人

について調べたときの結果ですが、男児62名・女児38名で、男の子がやや多くみられまし

た。初診時の平均年齢は 2歳11か月、受傷時の平均年齢は4歳でした。その後、受傷後の

平均観察期間は5年9か月でした。傷を受けた部位は、まん中の上の前歯が一番多く、次に

その横の歯が多くみられました。

実際の症例で見てみますと、図11の例では、打撲して歯がグラグラしているので固定し

ました 3 その後、安定して予後は良かったのですが、永久歯が生えてきたときに、このよ

うに歯の表面が一部白っぽく (白濁)なっていました。こういう例も含めて、いろいろな

ケースがあるので、保々な可能性があるということが言えますコ

図 11 4歳7か月 不完全脱臼後に同定 7歳 1か月 予後良好 7歳7か月

表面が白濁している
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図12の例は、見た目には分りませんが、レントゲン写真を撮ってみると歯の根が折れて

いました。このぐらいで折れると、保存が無理なので抜歯しましたD しかしながら、この

症例の場合には 永久歯は正常に生えてきました。図11の症例と、受傷した年齢はあまり

変わらないのですが 永久歯への影響は異なっていましたに

#警官言察、

8歳 7か月

永久歯は正常に生える

図 12 4歳 9か月・男児

歯の根が破折のため抜歯

その原因については、はっきりしない部分もありますが、考えられるのは、受傷の程度

と、大人と子どもの歯の位置関係や受(毎年齢も関係があると考えられますコ年齢が小さい

程、手L歯ーの下にある永久歯がまだできる途上で幼弱なので、影響が大きいと考えることも

できます。

以上、 「歯と口のケガと応急処置」について講演した内容の概略についてまとめてみま

した。ご参考になれば幸いですっ

唱
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くケガの統計>

第 21ft I r子どものケガの初期対応」

佐世保共済病院副院長萩原博嗣

子どもは何歳ぐらいのときにケガが多いか、という統計をみると、 1'""'-'2歳ぐらいが多

いことが示されています口ちょうど歩き出して、あちこち動き回る、そういうふうなとき

に多いのだと思いますコその後は、小学生から中学生ぐらいは比較的少ないけれども、中

学生、高校生は、スポーツをやり出しますから、またケガが哨えているようです。

市立八幡病院での統計ですが、子どもさんが入院になった際の事故の内訳です。 転落、

ちょっとした段差から落ちたとか、そういうのが多いです5 また交通事故が多くて、あと

は遊んでいるうちに打撲したというのが多い=意外と多いのが誤飲、間違って変なものを

飲んでしまって、のどに詰まる、そういうのがありますね。それから熱傷(やけど)も結

構多いですねD それから溺れた、そういうふうな順に来ているそうですっ

小さし，、子はよくケガをしますが この時期の骨折は比較的少ない。多いのは 15歳ぐらい

ですo 5歳をこえる頃から骨折はふえますて 「どういうところを骨折しているか」という統

計をみると、 3歳ぐらいまでの子どもは、圧倒的にひじの骨折が多いです。手首は 6'""'-'7

歳ぐらいから 8歳ぐらいが多くなりますコ結局、幼稚闘に行くような子どもさんたちで一

番多いのは、ひじの阿りの骨折、それから手首ということになります。

骨折の月別の頻度をみたものですが、全般的傾向としては、夏に多くて冬場は比較的少な

いです。また、什折の時間別の頻度ですが、意外と 9時----11時の幼稚園とか学校に行って

いる時間帯は少ないですね。学校から帰って家で遊んでいるときに骨折をしているような

傾向がみられます。

<子どものケガの特徴>

乳幼児、 3歳ぐらいまでの子どもは、「どこが痛い ?J と聞いても、正しく答えてくれま

せんコ手首が折れているのに「ひじが痛しリとか「肩が痛しリとか、よくそういうことが

よくあります。それと、どうやってケガをしたかというのも、本人から聞き出すのは難し

いですよねコですから、いろいろ周りの状況を勘案して、こんなふうにケガをしたのかと

いった情報にとどまるわけですD

大人の場合、手首の什折程度では重大ではないのですが、子どもの場合、血圧が下がっ

たり、熱がtUたり、震えが出たりとか、重篤な症状が起こることがありますりそれから、

精神的なショックもありますので、後から精神的なトラウマにならないようにしてあげる

ことが大切ですコそれと、子どもさんも大変ですが、ご両親の方がパニックになることが

結構ありますコご両親さんへもその都度対応し、不安がないようにする必要があります。
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<初期治療>

実際にケガをしたときに、どのように対応すればよし、かという話をします。切り傷など、

血が出るような傷があったときにどうするかということです。

すぐそばに病院があればいのですが、普通、車で、何十分かかかったりするでしょう〉そ

して病院に着いてもすぐには診てもらえないということもありますので、まずは傷を水で

洗ってもらいたく思います。とくに、運動場など屋外でケガをしたときは、傷の中に砂と

か泥とか入っている可能性があるので、絶対に洗ってほしいですっ水道水で、構いませんか

ら、蛇口のところで、ジャージャーと洗い流してほしいです。もし傷の周りの皮膚が汚れて

いた場合は、石けんで、洗ってくださいコ

<消毒について>

私たちの皮膚は、常在菌がたくさん付着していますが、そんなに悪いことする菌は、普

通には含まれていません。しかし、水たまり、ごみ捨て場、砂場などの汚い環境の中には、

ブドウ球菌などの病原菌がいます。このような汚い環境でケガをしたときは、傷の周りの

皮膚を消毒剤で消毒するのは有効なのですD

ところが、傷の中に直接消毒薬を入れても、もしそこにバイ菌がし、たとしても、化膿し

ている傷に消毒剤を塗っても、消毒剤は菌を殺す効果はないと言われているのですコ普通

は、新鮮な傷は化膿していませんから、まして消毒剤は必要じゃないわけです。

以上の理由で、新しくできたばかりの傷には、消毒液を塗らないほうがいいというふう

に言われています。

<傷口を水(水道水)で充分に洗う理由>

水道水で、表面の血液とかごみをまず洗い流します。それとか 傷の中に砂などの異物が

入っていたり、血の塊などがあると、バイ菌がその下に隠れたりしますから、そういうの

を洗い流すっそういう理由で、蛇口からジャーッと勢いよく流す水を使うほうが、洗浄効

果があるのです3

不潔な環境でケガをして、もし菌がその傷のところにいれば、物理的に洗い流すことに

よって、完全に細菌を殺すことはできませんが、数を減少させることができます。感染と

いうのは、ある程度の数がないと起こりません司そういう訳で、流水で洗い流すのが一番

いいのです。もし病院に連れていくとして、救急車が来るまでの問に、水で洗い流しても

らえば非常に助かります。小さい傷の場合は、もちろん病院に行く必要はないわけですが、

その場合でも家庭で、備えつけの消毒薬を塗るのではなくて、水道水でイ第を洗ってください内

それで十分ですっあとはカットバンか何か張っておけばいいのです。

4
 

つ
ο



< Golden hour 受傷後 6時間>

病院で手当てしなくてはならないような大きな傷の話ですが、ゴールデン・タイム、あ

るいはゴールデン・アワーという言葉があります士それは 6U寺聞をさします。すなわち、

6時間以内に、病院で処置をすれば感染しないということです。細菌が組織の傷にくっつ

く力は、 3時間を超えると急に強くなり、 6時間を超えると感染が起こってしまうという

ものですコかなり汚い傷でも 611寺間以内だとうまく処置して洗ったりすれば感染しないと

いう訳です。そういう理由で、昨日ケガしたけれど、一晩たってから、水道水で、洗つでも

なかなか効果がないのです()

<熱傷(やけど)の応急処置>

熱傷は、どのくらい高い温度のものを、どのくらい長い時間接触したかが問題になりま

す。そういう理由で、低温熱傷というのは、あんかなど、温度は低いけど、 10時間以上入

れていた場合などに熱傷が起こるわけですコ

熱傷に対する対応は冷やすことですコすぐそばにある水でいいですa 水で冷やした後に、

冷蔵庫の氷をビニールの袋に包んで、タオルで、くるんでそこを押さえておくコそういうふ

うにすれば、この接触時間と温度ですから、その局所の温度が高くなっているのを冷やす

ことができますよね。すぐ冷やせば、その後から二次的に起こってくる腫れとか炎症、そ

ういうのが抑制されます円そういう理由で、熱傷したときは、病院に行くにしても冷やし

ながら行ったほうがし、いですねっ氷で冷しながら病院に行ってください。

それと、水膨れがで、きますが、これはつぶさないっ水膨れができた皮膚というのは抵抗

力が弱くなりますから、つぶすとやっぱりパイ菌がつきやすいですね。あの袋をつぶさな

ければパイ菌は入りませんから、なるべくつぶさないようにして下さい。服を脱がせたり

する場合も、程度がひどいときは、はさみで、服を切ったりして、水膨れがつぶれたりしな

し、ようにして下さいD

<攻傷に対する処置>

同交傷は、犬とか猫とか人|悶にI皮まれることもあります。傷は小さいけど、歯、牙が刺さ

りますから、深いです白口の中というのは非常に汚いですね円人間の口の中ももちろん汚

いけど、犬とか猫はもう本当に汚いわけですよコそういう汚いパイ菌が深いところに入り

ますから、非常に感染を起こしやすいコしかも、ガス壊広なんていう恐ろしい菌がいるこ

とがあります白それから破傷風にもなりやすいのです。

そのような理由で、まず吹まれたら、すく守に十分に洗って、ある程度深いと思ったら病

院に行ったほうがいいですっ病院では、傷が小さくて深いときでも、わざわざ切開して、

奥のほうまできれいに洗い流したりします。なかには、日交傷を切開して中を見たら、歯が

傷の中にあったとかいう例もあります。それから、ガス壊症などにならないよう必ず抗生

物質を使いますっ破傷風予防のトキソイドの注射をすることもあります 9
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<狂犬病>

犬に吹まれると、狂犬病になるのでは心配になりますが、日本では昭和 32年頃に狂犬病

は撲滅されたと言われており、それ以来、狂犬病の発生はありません。ところが、中国と

か東南アジアでは、まだ結構あるらしいです。外国で犬に岐まれたらちょっと心配なので、

一応病院に行って外国で岐まれたと言ったほうがし、し、と思います。

<ネコ引っ掻き病>

猫とか犬の引っ掻き傷には特殊なウイルスがあり、手を引っ掻かれたら腕のつけ根のと

ころが腫れることがありますう熱が出て、できものができますから 何かたちの悪いもの

ができているのじゃなし、かとか心配して病院に来られることがあります。これは抗生物質

を使えば、害，]と簡単に治りますっ

く肘内障>

肘内|意というのは、英語で rpulled elbow Jといって、引っ張られてなりますっ実は、

骨折などすべてのケガを含めても、この肘内障で来院されることが最も多いです口小さい

子どもから 7-----8歳ぐらいまで起こります。 2歳ぐらいが一番多く、男の子で左側に起こ

ることが多いです。急に腕がだらりとなり、「動かしてJと言うと「痛い!Jと言うものだ

から、これはひじが脱臼したのでは、あるいは腕が折れたのではと、び、っくりして来院さ

れます。腕をだらりと下げ、手首を内側のほうに|向けて動かさない。動かさなければ痛く

ありません。見た感じ、腫れたり赤くなったり、そういうことはしていないし、大したこ

となさそうに見えるけど動かさないのです。そういうのが特徴ですっ折れていたら、外見

上もちろん腫れますし、形が曲がっていたり変形していたりというのがあれば、もう間違

いなくそれは折れている訳ですが、折れるというのは、こけたとか打ったとか、そういう

事象がありますよねコ Hサ内障では、そのような事象がないのですっ

お母さんが手を引っ張ったときに起きやすく、引っ張った後に動かさなくなったら、も

う間違いなく肘内障です。それから、赤ちゃんの場合は、寝返りしたときに手を巻き込ん

でひねるのですが、その際に肘内障が起きることがあります。

<肘内障の修復>

ひじから下は、撲骨と尺骨という骨があります白接骨の頭の部分は、輪状靭帯という筋

が押さえていますが、手を引っ張ったりすると、この筋が携骨頭という骨の先のところを

クリッと乗り越えるのですね。言ったら靭帯がずれてしまう。だから、これがもとの位置

にコロッと戻ってくれればいいのです。

肘内|埠の修復には、軽くひじのところに手を添え、手首をぐっと内のほうに回してやれ

ばいいのです2 プチッと音がして、それで大体このずれた靭帯がもどります。プチッとい

わなかったら、今度ひじをクッと曲げるのです。あとはしばらく遊ばせておくわけです。
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何もせずに知らん顔して様子を凡ておく。そしたら、だらりと下げていた手を曲げて遊ぶ

ようになりますごそしたらもうそれで、治っているわけです=

実際にやってみましょう o Jj，t内障は、左の肘が多いのですさなぜなら、お母さんの右手で

引っ張るからですよね口肘内|嘩の修復ですが、お母さんの右手で、子どもの左肘のところ

を軽く持ち、お母さんの左手で、子どもの左手と握手するような感じで手を握り、グリッ

と子どもの左手を内側のほうに回すのですっプチッといえばいいし、いわなかったら、子

どもの肘をちょっと曲げてやるのですっこれだけですつもし万一、骨が折れたとしても、

悪影響はないのですから、試してみてください七

プチッといって戻っても、パッとその場で動き出すわけで、はありませんつ子どももびっ

くりして、しばらくは動かしませんロ 15分'"'-'30分ぐらいしたら動かし出すのですね。それ

で様子を見てください。

肘内障は、 1[u!起こすと、再発率が約 10010と言われています。 1回路，-内障を起こすと、

しばらく手を引っ張らないようにしなくてはいけませんコ 21司、 3回と繰り返す場合は、

ギプスみたいなものを当てて しばらく動かさないようにしたりします。また、もし戻ら

なかった場合には、そのギプスみたいなもので回定しておくと、 2'"'-3日で自然と治って

しまいます=

<子どもの骨折の特徴>

骨折というのは、子どもさんの骨折は若木骨折とも言いますが、大人の骨折みたいにパ

キッと折れないで、グ、ニヤッと竹がしなるみたいな折れ方をします。なぜかというと、子

どもの什はコラーゲンが多くて粘り気があるからなのですコ大人だ、ったら治るまでに 2カ

月はかかりますが、小さい子は 2週間ぐらいで、治ってしまいますコ曲がった骨が自分で真

っすぐになるという自己矯正というのも働きます5 グニヤッと曲がったような折れ方をし

ていても、パキッと折れていなし、から、元の位置に戻してやれば真っすぐになりますけし

かし、真っ直ぐにはなるけど、離したらまた曲がるから、中に銅線を入れて支えたりする

こともありますロ

分娩時に骨折する場合、生まれたときに腕の骨が折れて曲がっているからびっくりしま

すが、ギプスを当てておくと 1カ月もしないうちに骨ができてつながってしまうのですD

このように、骨が曲がっていても、自然に 1年ぐらいすれば真っすぐなります。自己矯正

という力が働くのですコところが、常に働くとは限りません口うまく自己矯正が起こって

くれないこともありますご自己矯正が働くか、働かないかというのは、専門家でないとな

かなか難しい判断です。

骨の端っこ部分を骨端線といい、成長軟骨があるところですが、ここは骨じゃなくて軟

骨で弱いのですコ軟骨の部分が外れるような、そうしづ折れ方をするつそれを骨端線離開

といいますが、これも子どもの骨折の特徴です。
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く子どもの骨折の治療の目標>

整形の医師としては、なるべく手術をしないで治してあげたいわけですが、判断を間違

うと、変形とか後遺症が残ることがあります司また、場合によっては、発育障害が起こっ

て、骨の長さが違ってくることがあります。きれいに伸びないとか、関節の曲がりが悪く

なります。ここの判断が難しいのですD 大人の骨折も難しいのですが、子どもの場合には、

子どもの骨折独自の治し方というのがあるため、専門的知識や技術が非常に求められる分

野です口場合によっては入院が必要だし、手術が必要な場合には必ず全身麻酔になります

から、麻酔の先生がちゃんといる施設でないと難しいわけです1コ

く被虐待児症候群>

整形外科的な立場からのお話しです。日本では、被虐待児童のケースが年間 3万 5，000

件報告されているそうですっ子ども人口でいえば年間 1，000人に1.54人となります。とこ

ろが、児童虐待を何度も起こすような親というのは、急によくならないから、 2歳のとき

に虐待があれば、 3歳、 5歳のときもやはり虐待を起こすコつまり、累積するわけですコ

骨折は、 5歳以上の年長児に多く発生します':.最も多いのは、男児の場合は 15歳、女児の

場合は 12歳ぐらいだと言われていますコそれが、 2歳とかで骨折が起こるのは、非常にま

れなケースです。虐待による骨折は年齢が低いと言われていますコ

虐待をしている親は、病院に連れてきたときに何かおかしいですよね、何か不自然です口

子どもさんは無表情で、あまり栄養状態もよくないし、親を非常に怖がるとか、余り構っ

てもらっていないような、そういう愛情が不足している様子ですコ時には、大分前にあっ

た打撲のあととかあざがあることがあります。保護者は、説明が何かチグ、ハグだし、詳し

く聞くと、サッと次の病院に逃げていくとか、何か反社会的な感じがしますう

被虐待児の体の特徴としては、全身にいろいろなケガがある。熱傷があったり、頭がお

かしいと思っても、頭だけじゃなくて、手足も一緒に折れているなど複数の骨折があるこ

とが多いと言われていますコ骨折も普通折れな1;、ような場所ですね、あばら骨とか背中の

肩甲骨とか脊椎とか、このような場所は普通折れないですね。後ろからたたいたり、物で

殴ったり、そういうふうなことが起こらない限り、普通は折れません号それから、 1歳そ

こそこでまだ歩けないのに、足の骨を折っているのは明らかにおかしいっ

く被虐待児への対応>

ケガを見たら、まず、虐待ではないかと疑いを持たないと、虐待を見つけることはでき

ませんつそういうときは、まず入院させたほうがし、いと言われています。入院させなかっ

た場合は明らかにおかしいし、虐待の可能性が濃厚だ¥l怠った場合は、通報したほうがし、い

ですね。放っていたらリピーターになり、悲惨な結果になりますので、これはもう見逃す

わけにはいきませんー
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第3回「傷害データから予防法を開発する取り組みj

産業技術総合研究所西田佳史

今日のお話では、子どもの事故を予防するために、今、私の研究所で進めている研究に

ついて御紹介したいと思います口 1歳 5カ月ぐらいの子どもは、いろんな行動ができるよ

うになります。例えば、お母さんがやっていることを見てまねをすることができるように

なりますコお母さんが使っているシュレッダーのまねをして、 LI宅で指を切断してしまう

という事故が起こり始めるのもこのころですっ 3歳ぐらいになると、活動の場が家庭内だ、

けじゃなくて屋外に広がって、全身の行動を使って遊具で遊び始めますコそうすると、遊

具の事故がたくさん起きてきますコこのように、子どもの事故は、子どもの発達と深く関

係していますコ

私は工学者で、特に、計測技術の専門家ですー最近、様々な計測技術によって、子ども

の日常行動が科学的にいろいろ調べることができるようになってきました。私の研究所で

は、こうした計測技術を利用して、子どもの行動データをコンビューターの中にいっぱい

集めて、子どもがどんなことをするのか、いつどんなことができるようになるのかという

予測をするための行動シミュレーション技術を作ろうとしています。そんな技術を利用す

ると、有用な研究が可能となりますD 例えば、事故の研究です、事故の研究では、生身の

子どもを使って、ここから落ちてくださいとかいう研究はできませんのそこで、子どもの

代わりにけがをしてくれる計算機の上で動作するソフトウェアを作る必要があります。ま

た、このソフトウェアを使うことで、身の回りのどこに危険があるのかというのを分かり

やすく知らせてくれる技術(可視化技術)も可能になると考えていますっ

なぜ、こうした研究が必要でしょうかコ実は、日本では子どもの死亡原因の第 1位は、

1歳から 19歳まで不慮、の事故ですうこの傾向は、日本だけではなく、アメリカ、オースト

ラリア、カナダ、イギリスなど、世界的にも同じような傾向があると言われていますo 2008 

年 12月に世界保健機関 (¥VH0) が子どもの傷害予防に関する初めてのワールドレポート

を出しました。レポートでは、先進国だけでなく、貧しい国でも不慮の事故が問題になっ

ており、子どもの事故予防は、大きな健康問題だと言えますコ

子どもの事故というのは大きな経済問題でもありますコ事故が発生すると、医療費など

がかかります。不慮の事故では、大きな経済的負担となりますコそうすると、予防にお金

をかけましようとし寸発想が出てきますっ例えば、チャイルドシートとか白転車のヘルメ

ットというのは、仮に 1万円とすると約 30倍、 30万円の削減効果があります。事故予防は、

金銭面でも効果があることが証明されています。
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子どもの事故予防には、科学的なアプローチが必要です。実態を調べて、問題点を発見

して、対策法を考えて、それを実施することが大切ですh 日本の場合には、科学的なアプ

ローチは不十分です。科学的にデータを集めて、効果的なアプローチをすすめる必要があ

ります口

通常、事故が発生すると、病院に搬送されて、治療が終わると、一件落着となってしま

います口科学的アプローチがないと、同じ環境でまた事故に遭うことが繰り返されますコ

これを食いとめるにはどうしたらいいのでしょうか口

2005年の 5月に、女の子が公園遊具から転落をして、腎臓破裂となった事故が北九州市

で起こりました。北九州市と、それから被害者と協力して、傷害データを徹底的に調べ、

予防まで繋げるプロジェクトを行いました。

まず、現場でどんなことが起きたかを聞き取り調査しました士ダミー人形を使って、い

ろいろと落とし方を変えながら調べ、恐らくこういう落ち方だ、ったのではなし、かというの

が見つかりましたっこの人形の中には、衝撃を図るセンサーが入れてあり、どれぐらいの

衝撃が加わったかを計測することができます司ここまでで、どんな落ち方をしたのか、な

ぜ腎臓破裂に至ったのかという、事故再現がで、きたことになります。これをさらに進めて、

この事故を予防するために、子どもたちがこの遊具でどんなふうに遊んでいるのかを調べ、

子どもたちの遊び方についての研究を行し、ました。

北九州市の事故があった現場で、子どもたちに来てもらって遊ばせるわけにはいきませ

ん。同じような事故が起きてしまう可能性があるからです。そこで、安全対策をしながら、

同じ形状を持ったものを研究所にっくり、これで遊んでもらうことで、子どもたちがどん

なふうに遊んでいるのかを研究しました。天井に子どもたちの位置をはかるセンサーを取

りつけ、遊具のどこで、どのように遊んでいるかを計測しました。

3歳から 6歳までの子どもたちにいろいろ遊んでもらって、どんなふうに、らせん階段

で遊んでいるのかを計測しましたコ位置センサーのデータを分析して見てみると、 3歳、

4歳は内側のほうに偏っている、 5歳、 6歳は比較的広い範囲に散らばっているというこ

とがわかりました。 3歳、 4歳の子どもたちは、これはおそらく、歩幅とか筋力と関係が

あると思われますが、内側を通ることが多いということがわかってきました。

らせん階段は非常におもしろい構造を持っています。例えば、階段の内側を上ると、非

常に急、な階段になります。 52.6度というのは非常に急な、がけのような階段になります。

一方、一番外側の、半径 1メートルのところを通ると、 14.6度ぐらいの非常に緩やかな階
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段になります。このように、通過する場所によって急になったり緩やかになったりする特

徴があります。この結果と、先ほどの結果を重ねて考えると、 3歳、 4歳の子どもという

のは、 50度とか急、な階段のところでよく遊んでいる。低年齢の子どもによって特に危険だ

ということがわかってきましたコ

らせん階段の使われ方と子どもの行動ノえターンがわかってきましたので、これを丸山製

作所という遊具メーカーにお話をしましたD すると、すぐに、遊具の対策を考えていただ

き、実際に作ってみましたけ邪魔手すりと柵の 2つを対策として行うことで、十分この事

故は防げるという対策案をまとめて、これを北九州市に 2006年の 2月に報告しました。

これを受け、北九州市では、きちんとして対応がとられました，遊具修繕のための予算

を北九州市が用意をして、同じ遊具が 34基ありましたが、 34基すべてを改良しました。後

からお聞きしましたが、総額 413万円かかったそうですう 1個当たりは 12万円ぐらいだ、っ

たことがわかりました。それから、この被害者の方にお聞きしたところ、治療費が 42万円

だ、ったそうです。単純に 42万円-;-'12をすると 3.5万円になります。もし、この手すりを付

けることで、今後、同様な事故にかかる治療費がかからなくなれば、大きな経済効果も期

待できます口

この事例では、 3つよい点があったと考えています。 1つが一般的に遊具で事故が起き

ると、遊具を撤去することがよく起こりますしかし、この事例では、改善点がわかった

ので、改善によって子どもたちの遊び場が維持できたことですコ 2つ目ですが、今回、ら

せん階段のどこに危険があるのかということ、そして、どうすると危険を減らすことがで

きるかがわかりましたっ新しい生産技術、物づくり技術が得られたことになります。 3つ

目は、これは証明がまだできていませんが、同じけがが起きなくなることの経済効果です。

医療費は削減できているはずなので、経済効果があると思っています→・

国土交通省が 2008年8月に、公園遊具の安全指針の改訂を行いましたが、紹介した

事例は、そこで取り上げられていますc 対策が必要な事故事例として紹介されています口

その他にも、遊共による事故分析の研究を行っていますコ今回は紹介しませんでしたが、

別の事例では、遊具からの転落の際に、遊具の下がコンクリートだ、ったことから、頭蓋骨

骨折が起こった事例を研究しましたっコンクリートではなくて、それをゴムにかえること

によって、骨折の危険性を減らすことができるという科学的な分析結果を示しましたコこ

れも、国土交通省の遊具の指針に反映され、「遊具は落下、転落の際に受ける衝撃が大きい

コンクリートなどの固い設置面に設置してはならなしリということが明文化されました士

事故の事例をきちんと調べて知識化することで、安全基準に反映されて広く役に立つとい

うことが起きたのです。

-41一



今回の事例を振り返ってみると、どんな社会的な仕組みが必要かということがわかって

きます。通常、事故が発生すると病院に搬送されて治療され、治療が終わると一件落着と

なってしまう。この問題を解決するためには、病院で事故とけがの情報を集める、その情

報をきちんと分析できる専門家に伝える±分析の結果、場合によってはメーカーと一緒に

共同研究をして、対策法を開発する。開発された対策法を社会に普及させてし、く D さらに、

対策法を普及させた結果、本当にけがが減ったかどうかを、病院のけがの発生の動向を継

続的に見ながらチェックするという仕組みをつくっていかないと、子どもの事故は減らせ

ませんD 我々は、事故データを知識に変えて、社会で循環させる社会システムのことを、

安全知識循環型社会システムと呼んで、その仕組みづくりを進めていますり

現状はどうなっているのでしょうか? 至るところでこのループが切れています。今、

日本では事故情報を 1.集める技術、 2. 知識化する技術、それから、 3. 危険をきちっ

と伝える、普及させる技術の 3つが欠けていると思います。今、我々の研究所では、この

1、2、3のところを支援するような技術をつくるということと、それから、こういう社

会的なループをきちんとつなげる社会システムをつくる活動を行っているところです。

お医者さんと研究を進めているうち、けがのデータをうまく記録するシステムがないこ

とがわかりましたっこの問題を解決するために、コンビューターの中に三次元のお人形さ

んを入れて、そこにコンビューターのマウスとかベン入力で塗り絵をすると記録できると

いう電子カルテみたいなものをつくりました。身体地図情報システムと呼んでいますコこ

れを実際使うと、簡単にけがの大きさとか場所を記録することができます。国立成育医療

研究センターと一緒に進めて， 1，628件の子どもたちのけがのデータを全部足し算して、一

番けがしやすいところを赤色、しにくいところを青色で塗り分けましたコそうすると、出

っ張っているところがけがしやすい。特に頭が非常に多いコ 60010以上が頭部(ここでは、首

より上の部分)に集中している。頭部の中でも額が多いロということが分かつてきました。

いろんなけがのデータが集まってきましたので、メーカーの方に、製品改善に使っても

らおうと思って公開を始めていますっ閲覧するためのソフトは、(参照 1)からダウンロー

ドできます。身体地rz.<J情報システムは、からだのどの部分がけがしやすいかを表示するソ

フトでしたが、事故の状況を、いつ、どこで、どんな状況でなったのかを詳しく文章で表

示する検索サービスも行っています。何歳の子どもが、いつ、どこで、どのような製品を

使おうとしたときに、事故が起きたのかを一件一件詳しく出すサービスも行っていますコ

それから、事故の典型的なパターンはどういうものかをアニメーションで表示するサービ

スも行っています(参照 2)。

参照 1 くhttp://www.cipec.jp/project>

参照 2:くhttp://www.kd-wa-meti.com/>
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身の回りのものを安全にし過ぎると、子どもの危険回避能力がうまく育たないのではな

し、かとか、子どもが非常に過保護な状態になってしまうのではないか、という話がありま

すっこれは、「リスクとハザードJという考え方で整理することができますョハザードとい

うのは成長・促進効果がないような、死んでしまうとか、後遺症が残るような非常に重篤

な「悪い危険」を指していますコ一方、リスクは、成長・促進効果があるような軽微な、

軽いすり傷とかいうけがのことで、これは「よい危険Jです。リスクは残して、ハザード

を取り除きましようということですA

今、日本では、あるがまま何のコントロールもされていない状態で、運が悪いと死にま

すよ、運がいいとかすり傷ですょとしづ状況ですコ目指すべきものは、ハザードがなく、

リスクがある状態、いわば危険がきちんと制御された状態ですっ危険を分類し、きちんと

仕分けができている状態が一番理想だとと思っています，-，目指すべき方向は、思いつきり

遊んで、、安全に(重傷や後遺症な無いレベルに抑制された)けがをしながら、いろいろな

ことを学べる環境ができることだと思いますコ

リスクを定量的に表現できないかとしづ試みを始めいます。これは、ある物で 1回けが

が起きると、完治するまでに治療費がどれぐらし、かかるかをあらわしています。この指標

を用いると、大雑把に危険を数量化することができます。ポットは 7万 9，000円、ストー

ブ 7万 7，000円、味噌汁 7万 6，000円、コーヒー 5万 5，000円、炊飯器4万 8，000円、こ

ういう形で製品ごとに危険度が出てきます。一般的に高温の水蒸気が出るとか、お湯が入

っているものが治療費が高くなる傾向があります3

パナソニックというメーカーに炊飯器による火傷が多発しているというデータを知らせ

ました。炊飯器によるけがの平均治療費は、 4万 8，000円でしたっパナソニックから火傷を

予防する炊飯器をつくりましたと報告が来ましたち 2009年 6月に売り出された全く新しい

炊飯器ですコ湯気の温度を 50度以下に冷やしてから出す工夫がされているもので、やけど

の危険を大帆に減らすことができます口

ここから、事故の情報を使って、知識を見つける技術に関してお話しします

事故予防とは、工学研究者からすると、事故をコントロールする、 #11J御することだと思っ

ています白身の|叶りの変数は、「制御したい変数」、「操作可能な変数」、「操作不能な変数J

の 3つに分けられます:) r制御したい変数Jというのは、事故による死亡数を減らしたいと

か、重傷な怪我の数を減らしたい、軽いけがにしたいというもの、などですっ我々が目標

としたい変数のことですコ「操作可能な変数j とは、例えば、床の材質をやわらかくすると

か、角のアールを何ミリぐらいにする、どれぐらいの丸みにしておくとか、いうものですコ
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「操作不能な変数j とは、人間が操作できないが、事故を説明する上では大事な変数のこ

とです。例えば、子どもの年齢、きょうの天気・温度、道路の状況、発達段階などです口

我々は神様じゃないので、これらをコントロールできませんが、事故を説明する上では大

事な変数ですコ

事故予防では、「制御したい変数」と「操作可能な変数」と「操作不能な変数Jの関係を

見つけて、「操作可能な変数Jを使って「制御したい変数Jをコントロールしていく、実際

に事故を減らしていく、重傷度を減らしていくというところが大事ですこ

実は、そういう理論をつくる技術ができつつあります。これはベイジアン・ネットワー

クと呼ばれる統計手法を使いますと、事故データから、前述した変数問の関係をいろいろ

見つけてくることが、ある程度自動的にで、きます。

それで、、事故を制御する試みとして、遊具の取り組みについて紹介します口

遊具の場合には、登ろうとしているときに落っこちて、頭をけがするという事故が多い

ので、登り部分の科学をすることにしました。この遊具は、石垣を登って、登り切るとロ

グハウスで遊べるようになっている遊具です。この遊具を使って、約 50人の子どものデー

タをとりました。どこを登ったのか、さらに、そのときどれぐらいの力を使ったのかのデ

ータを集めました。これを分析し、危険がコントロールされた遊具をデザインする試みを

行いましたD

「制御したい変数Jは、重傷事故が起こりにくくするということです口「操作可能な変数」

は、遊具の登っている部分の形状ですコ「操作不能な変数Jは、子どもの月齢、発達段階、

筋力などですけ

データ分析をすると、子どもたちが、石垣の配置を変えるとどれぐらい難しくなるのか、

2歳児にとって難しい配置とは、などコンビューターで計算(予測)できます。それを使

って計算して、 2歳の子どもは、登ろうとしても、難しくて登れず、しかも 3歳ぐらいに

なると登れるようになるように、うまく難しさを設計できなし、かと考えました。そうする

ことで、保育士やお母さんが目を離したすきに、子どもが登ろうとしても、登れないか、

落ちるとしても非常に低い位置から落っこちることになりますコ実際に作った遊具が、シ

ミュレーションどおりになっているかを、設置闘の協力でカメラを設置し、日々の行動を

記録しています-，これは 2007年 9月から記録し続けており、今評価しているところです。
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製品が関わる事故の第 1位は、自転車です。ダミー人形とシミュレーション技術を使っ

て、自転車転落時にヘルメットをしている場合としていない場合とで、どれぐらい頭にか

かる衝撃が変わるのかを調べましたらこれは金沢大学の宮崎先生と一緒に進めたものです亡1

自転車の種類と子どもの状態の組み合わせにより、 1. 普通の自転車にヘルメットなし

の状態で、乗っている状態で自転車が横転した場合と、 2. 専用自転車にさらにヘルメット

もかぶっている状態で横転した場合ですlコヘルメットをかぶっていない状態で横転した際

は、子どもの頭に地面が直撃しますので、非常に大きな衝撃が加わります。一方、ヘルメ

ットをかぶると、頭蓋骨骨折の可能性が非常に低くなりますごヘルメットは、わずか数千

円の投資だと思¥;、ますが、はるかに大きな効果、医療費が安くなる効果が得られます。ヘ

ルメットは必ずかぶる必要があります。ぜひかぶることを推奨しますけ

ここまで、安全な環境や物をどうつくるかという話をしてきました。病院でのけがのデ

ー夕、あるいは普段子どもたちがどう遊んでいるのかという使われ方のデータを集め、ど

こにリスクがあるかを評価して、何でそうし寸危険があるのかを理解して、対策法を開発

して、それを実施するというものです。

実はこれだけでは足りませんコそれは、完全に安全な環境を作ることは難しいからです。

そこで、大事になってくるのが、リスク・コミュニケーションです『例えば、切れない包

丁をつくるということは不可能ですコ危ないものは危ないと教え、社会で、共有していく活

動も不可欠ですっそのために今進めています取り組みを簡単に紹介したいと思います。

洗濯機による事故は、我々のウェブサイトで検索をすると、 6件ありますが、 6件中 4

件が同じ事故ですっ入浴前に子どもを脱衣所にある洗濯機の上に置いて、その場を離れた

ところ転落したというものですコメーカーに伝えて、子どもを乗せにくい形の製品を作る

方向と、もう 1つはお母さんやお父さんたちに知ってもらう方向があります。洗濯機の上

に子ども乗せたくなるかもしれないけれど、そういうことをすると、結構な高さがあるの

で、重傷なけがになり得るということを知っていただくための取り組みも始めています口

そのために、子どもたちの行動デー夕、すなわち何カ月の子どもがどういうことができ

るのかというデータを集めています。さらに、このデータと、さきほど紹介した病院から

のデータなどとを組み合わせて、年齢ごと、場所ごと、製品ごとに典型的な事故パターン

をアニメ化する研究を行っていますコ

また、治療費という観点から、身の回りをアニメ化すると、テーブルの上に置いてある

味噌汁とかコーヒーとか、高温の液体を持つものは治療費が高いことがわかります。いす
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も結構高いです。ベビーベッドも黄色になっていますが、これも比較的治療費が高いですご

身の回りのどういうところにどういう大きさの危険があるのかというのを可視化できるよ

うになっています。

ベネッセコーポレーションという会社と一緒に、ホームページ上で身の回りの危険を知

らせるという取り組みの紹介です。ホームベージに来ていただくと、子どもの年齢と発達

段階を入れる場所がありますコ月齢や発達段階の情報を入力すると、その日寺期の子どもが

起こしやすい事故が表示されるというサービスですD その表示された後で、我々が用意し

た簡単な質問が 4つありますが、それに答えていただくと、答えてくれた人だけに対策を

教えてあげるというサービスになっています。

これはちょっと意地悪のようにも見えますが、我々がつくったサービスを評価する上で

非常に大事だと思っています9 これまでに約 7，000人の保護者に対して、 5万件以上の動

画配信に成功していますっ 5万件のうちの約 3分の 1の動画に関して、アンケート情報を

得ています3 これによって、よく見られた動画はどれかとか、保護者の意識に影響を与え

た動画はどれかなどの分析ができるようになっていますコ

例えば、このサービスを使っていろんなデータが得られます。子どもの月齢と発達段階

について、例えば、 20カ月の子どものうち 10%が、走ったりジャンプできることがわかり

ます。子どもの発達が正常かどうかを診断する DenverIIとしづ発達診断シートがありますコ

Denver IIは、アメリカのデンバー市で、つくられたものを日本の子ども 1，819人を集めてっ

くり直したものです1 我々のホームページの仕組みを使うと、 102日の運用で、 1，819人を

超して、今 6，000人ぐらい、はるか多いデータがつくれますコインターネットは、この例

が典型的に表しているように、研究によって分かった知見やデータを社会還元する意味で

も大事ですが、社会側から研究に使えるデータをいただくとし寸意味でも、非常に強力な

道具だと思っています。

病院で集めた傷害データが役立つた例も増えてきています、また、今日紹介した北九州

市の公園遊具が改善された例や、横浜市の遊具が改善された例の 2例は、国土交通省の遊

具の指針の資料にも取り上げられ、安全基準の改訂にも役立ちましたヨその他にも、ベビ

ーカーの安全基準の改訂に協力した例や、御紹介したパナソニックの事故が起こりにくい

炊飯ジャーにつながった例もありますけそういう事例がだんだん増えてくるように、傷害

予防の輸をもっと広げていきたいと思っているところです士
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第4回「遊具における事故予防についてj

日本公園施設業協会 九 州 ・ 沖 縄 支 部 長 石 抜 博 史

く遊具の安全に関する制度>

イギリスやアメリカ等の欧米諸国では、 1980年代ごろに遊具からの落下による死亡事故が

増えたため、多くの遊具が撤去され、公園や遊び場が閉鎖されたとし寸事態が起きました凡

さらに、アメリカでは遊具事故訴訟が起こり、訴訟費用に予算が圧迫され、遊具を管理す

るお金がないという理由で、遊具が撤去されてしまった。その結果、遊び場を奪われた子

どもたちは、道路・山・川|・空き地などの危険なところに行って遊ぶようになり、結果と

して、不慮、の事故は減りませんでした3 そういったことを踏まえて、欧米では遊び場での

重傷・死亡事故を防ぐための安全指針や安心基準を国家レベルで、作り安全弁j策に取り組ん

だとし、う経緯があります九

日本では約 20年遅れて、遊具に対する決め事ができました。国土交通省は、平成 14年

3月に「都市公園における遊具の安全確保に関する指針」を発表しましたコ日本公園施設

業協会では、具体的な基準として「遊具の安全に関する規準j を策定しました。

く規準作りの背景>

日本で、規準をつくろうという動きになったきっかけは、 r~ûブランコ裁判J でした。この

遊具で、死亡事故とか重傷事故が頻発して社会問題になり、そのうちの 1つが裁判という

形で出てきましたっこのことで、超党派で、国会議員が遊共の安全規準をつくろうじゃない

かというような動きになりましたコ最終的に裁判で判決では、子どもが冒険やチャレンジ

を求め、大人の予期しない、想像を超える遊び方をすることは自然な行為であると認めた

上で、万一事故が起きた場合に重大な事故を引き起こすような遊具の設計、構造、配置や

維持管理上の欠陥に対する製造者や管理者の責任を問うような形の結審となりましたっ

<危険の種類>

遊具にはよい危険は必要で、それによる事故やけがはなくなりません。こういったこと

を踏まえて、では遊具をどのように管理していこうかという話をいたします自危険には、「リ

スク」と「ハザードJと2つの考え方があります。

1) rリスクJは、遊びに必要な危険、つまり、子どもが判断できる自己回避能力を育てる

というもので、このリスクを「良い危険Jと呼んでいます。

2) rハザードjは、遊びにあってはならない危険、つまり、子どもが判断できないことで、

遊び、のMi値とは全く関係のないもので、「氾iし、危険j と呼んでおりますけ

円
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吊り橋には、踏み板になる丸太の部分があり、ここにはすき間がありますよコこれを渡

ると当然揺れますし、この丸太がない所を踏めば、下に足が落ちてしまう。これは子ども

が認識ができる危険、すなわち「リスク Jです。それに対して、遊んでいる時に、丸太を

つないでいるチェーンが急に切れるとか、丸太が折れてしまうとかし、うのが「ハザードj

です。子どもが予期できない危険なので、この「ハザードj は取り除く必要があります。

く「ハザード」の種類>

1) r人的ノ、ザードj は、利用者の不適切な行為・服装による危険です。要は、遊ぶ側に不

測の何かがあると、そこに「ハザード」が発生します。

2) r物的ハザードJは、遊具とその周辺の不備による危険ですε これは製造上、または管

理上の危険です。

<人的ノ、ザード>

「人的ノ¥ザードJには、「不適切な行動Jr遊具の不適切な利用Jr年齢・能力に適合しな

い遊具で、遊ぶJr不適切な服装」などが含まれます。

「不適切な行動Jr遊具の不適切な利用Jの例としては、

.シーソーで 2人が遊んでいます口片方が飛びおりれば、片方が落ちますコ

・滑り台で上から降りてこようとしているのに、下から上っていけば、当然ここで衝突が

起きます。

.タイヤブランコに多数の子供たちが同時に乗れば、明らかに危険ですコ

・踊り場を乗り越えて雲梯の上に行こうとする行為、などがあります。

「不適切な服装Jの例としては、滑り台のスタートのところに手すりや、踊り場の柱と手

すりの問のすき聞に、ポ、ンェッ卜・かぱん・縄跳び・マフラーなどが引掛かり、事故とな

るケースがあります口身体装着物を取ってから遊ばせることが重要です口

く物的ノ、ザード>

物的ノ¥ザードには、「不適切な配置Jr遊具及び、設置面の措置Jr設計や製造の不備Jなど

が含まれます。例えば、

・タイヤブランコを横に振ったときに、これを固定している柱に、タイヤがぶつかるよう

な構造になっています。タイヤと柱の聞に人が居れば当然挟まり、危険です。

・継ぎ手の鋳物からボルトが出っ張っており、この部位に何かをひっかけるとか、頭をぶ

つけるなど、危険です0

・踊り場に続いて吊り橋があり、そこに段差があるとします。子どもの目線で見ると、段

差のため 1本目の丸太がないとわからず、渡ろうとして足をおろして転落してしまう。
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-露出した基礎の上に転落することによって重大事故につながった:.

・部材の劣化や腐食 などがあげられます。

く遊具事故の傾向>

遊具の種類別では、登はん遊具(高いところへ登るもの)が一番多く、ついで、滑り台、

ブランコ、シーソ一、メリーゴーランドです=子どもは、高いところがあればそこに登る、

動くものがあればそれが楽しいということで、子どもがよく遊ぶ遊具において大体事故が

起こりますっ

事故形態ですが、地面への転落が 58%、その他への転落(高いところから落ちた)17%、

これらを足すと 75%になります。事故の 3/4が転落ですさ

<過去の事故事例から学ぶ>

遊具による事故・けがを減らすには、過去の事故事例から事故発生のパターンを学ぶこ

とが重要ですコ

事例 1)ベンチ型のブランコの着座部分に小学 1年生の子が複数、体育座りみたいな形で

乗っていて、 6年生の子が背もたれの上に乗り、梁をつかまえて足でこいでいた。 1年生

の児童が手を|維した瞬間に地面に転げ落ちてしまい、その結果、戻ってきた着座部分に頭

をぶつけて、打撲と足の骨を折ってしまったD

事例 2)複合ジムの一部として、踊り場がありその終点部分に滑り棒が付いています。こ

の滑り棒は、上から伝って降りるというアイテムですが、ここから 4歳の男の子が誤って

転落したっその際、この滑り棒を固定するための基礎が露出をしており、そこで体を強打

し、多臓器不全で死亡した。

事例 3) 単柱系の遊具である回旋塔で、女の子が 3人遊んでいたら、突然根元が折れて倒

壊してしまったてB たまたま異変に気づいた女の子たちは、うまく逃げて、怪我はなかったり

事例 4) 単柱のブランコで遊んでいたら、柱が折れて怪我をしてしまった。単柱ブランコ

の根元に防食テープというのが巻いてあったのですが、内部腐食というのが発生すると、

テープのために見た目にわからなかったケースですっ

事例 5) 回転ジヤング、ルジムが倒壊した事例ですD 回転ジヤング、ルジムは、地面から 1メ

ートルぐらいの柱が立っていて、その柱に回転する部分を上からかぶせて、それをベアリ

ングで動かすというような形状の遊具です。柱の根元のチェックが難しいため、必ず専門

業者に見てもらうほうがし、し、かと思われますD
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事例 6) 撤去してきた木製の電柱を 2本立てまして、それをロープで繋いで、作った手製の

遊具です。柱の根元には、衝突しでも危なくないように、あるいは登るための階段代わり

としてタイヤを何本も通しいますが、この支柱が倒壊してけがをした事故です。このタイ

ヤを巻いている柱の根元には、雨が一回降ればタイヤの内側に水がたまります。そのあと

晴天が続いたとしても蒸発しにくいため、腐朽菌が発生しやすく、その結果、柱が腐食し

て倒れやすい状況が起こってしまいます。

事例 7) 女の子 3人がタイヤブランコに乗っていたらブランコが突然落ちてしまった。こ

のブランコは、 1983年に設置されて以来、 23年間全く放置されていた。そのため、可動部

分が摩耗・破損して落ちてしまったら

事例 8)椅子型ブランコに 17歳の男性が乗っていて、接続金具が切れて落下したう上の吊

っているところの金具が摩耗して破損したコ

事例 9) スプリング遊具の事故ですご1 これは全国で事故事例が多発しています。去年発表

された指針では、スプリング(ばね)の部分というのは消耗部材という考え方をし、 5'"'-'

7年に 1回は交換すようようになっていますコ

事例 10)単柱の遊具で遊んでいた市民からぐらついて危ないと管理者に通報があり、翌日、

業者と一緒に点検に行こうというしていたら、見に行く前に倒れてしまった口

事例 11) メリーゴーランドとし寸遊具のハンドルを留めるボ、ル卜穴が空いており、女の子

が見つけて、不意に指を入れ切断した士'しかし、事故が起こった遊具が特定できずにいた

ら、その日の午後に、別の男の子がこの遊具で遊んで、いて同じく指を落としてしまった。

事例 12) 吊り橋の板が 1枚欠落しており、この遊具で遊ばないようにと管理者が、応急処

置的にロープを張って使用できなくしていた。ところが 自転車のヘルメットをかぶった

まま遊んでいた 6歳の男の子が、ロープの隙間をくぐっていって、誤って板が欠落してい

る部分で足を踏み外し、ヘルメットのつばが欠落した板の前後の板に引っ掛かかり、宙吊

り状態になって窒息死してしまったっ使用禁止の措置をとる場合は、徹底的に、例えば入

り口の関口部にベニヤ板を張るとか、絶対に遊ばせないような工夫をするべきですコ

事例 13) レールの下にハンド、ルがあり これにつかまって、すーっと滑走して遊ぶような

遊具での事故です。小学校 2年生の子どもが、このハンドルの位置が高くて届かないもの

だから、紐を通して、その紐に掴まって遊んでいた。ところが、そのひもに首が通ってし

まって首つり状態になった
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事例 14)小学校 1年生になったばかりの男の子がランド、セルを背負ったまま、複合遊具に

ついている雲梯の上に、手すりを乗り越えて行ってしまった。足をすべらせ、雲梯の握り

棒のすき間から落ちた。胴体及び頭がすっぽり落ちるようなすき間になっているのだが、

ランドセルを背負っていたため、ランドセルが後ろの提り棒に、あごが前の握り棒に引っ

掛かつてしまい、結局下に落ちない状況で頚動脈が閉まって窒息死をしてしまった。

事例 15)高さが 5.2メートルの遊具がありました。 3歳の男の子が、親御さん目を離した

すきに、 4.2メートルの高さまで登り、そこから誤って落下をしてしまった。

<事故事例から学ぶこと>

今 15件ほどの遊具事故の事例をお話しさせていただきましたが、ポイントとしましては、

事故事例には類似傾向が見られるということです。例えば、単柱の柱であったり、ふさわ

しくない遊具であったり、落下であったりと、いろんなことがありましたが、大体似たよ

うな事故が起こっています司事故事例を理解し、単柱遊具の柱の根元やブランコの可動部

といった部分をきちんと日常点検することが大切です口

<日常点検と定期点検>

日常点検は、管理者が日常的に行う劣化診断です。劣化診断は、壊れているとか、さび

が発生しているとか、穴があいているとか、見た目にわかる箇所を見つけることです士目

視、触診、聴診等により遊具のハザードの有無を調べ、異常を発見したら専門技術者へお

尋ねください。日常点検の頻度ですが、月に 1..........数回程度ですが、可動部はより高い頻度

で、行ってくださいっ

定期点検は、専門技術者が定期的に行う劣化及び規準診断ですっ劣化診断は我々専門家

が、より突っ込んだ、ところで見るというような点検ですから、年に 1'"'-'2回程度で十分だ

と思います。

く日常点検による劣化診断>

日常尿検では目視、触診、聴診という 3種類の点検方があります「目視Jは、文字通り、

目で見て判断することです円見ただけで危ないと思ったものは必ず危ないものです。「触診」

は実際に人の手で、触るという事ですっ軍手・ゴム手袋・皮手袋を装着して自分が触って痛

くないように点検してはいけません口子どもは、いつでも素手で、触っている訳ですから、

点検する人も素手で、触ってくださいご「聴診」は、実際に自分の耳で聞くことです。例えば、

柱を揺すってみて、柱をたたいてみて、ブランコを揺すってみてくださいっ通常とは違う

ような音が聞こえることがありますョ
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〈日常点検での着11艮点>

1 )子どもの遊び方をよく観察してくださいー劣化は、子どもがたくさん利用していると

ころが壊れやすいのです。子どもがたくさん遊んでいるところは劣化しやすいといえますD

子どもたちがどんな遊び方をしているのだろうと、常日ごろから観察した上で、遊具の点

検をやるのが 1つの方法だ、ということが言えるかと思います円

2)子どものサイズを考えましょう。大人の感覚と子どもの感覚では全然違います。子ど

ものサイズで遊んだらどうなのだろうといったところをきちんと見て点検をしてくださいコ

3) 子どもの目線で見てみましょう。例えば、この滑り面の先には、非常に見にくいひび

が入っていますD これは、大人の高さから見ても絶対見えないようなひびなのですが、子

どもの高さでよく見てみると、ひびに気がつくわけです。これは並んでいる板が片方に寄

ってしまってすき聞ができている亡大人の指だ、と全然問題ないのですが、子どもの足の指

というのはこのくらいのすき間でも十分にはまってしまいます。

4) 体を使って点検しましょう D 大きな遊具、特に高さのある遊具は、地面から見て柱の

根元を見たりとか、滑り台を見たりとかはよくやりますっしかし実際には、子ども達はこ

の上で遊んでいるわけですから、点検をするのであれば、点検する人も上まで、登って見て

くださいということです。例えば、遊具の上の部分に、錆が食って穴が空いてる。こうい

う穴は、下からのぞいても絶対にわからないような腐食、劣化の部分なのです。

く環境面のチェックポイント>

1 )鉄棒を例にみます。最初に気づくハザードは、基礎の露出です凸他には、鉄棒の周り

の木の切り株とか、木の恨っこが張り出している箇所がハザードです。切り株や木の根っ

こは、つまずきなどの可能性を秘めるハザードの対象なのです。遊具の周り約1.8メートル

の範囲中(安全領域)には障害物があってはならないという決まり事があります口

2) 滑り台の滑り面のおり口は、降りてきて足をつくところですから、地面がえぐれやす

く穴ができやすい場所です。そのためマットを敷いてえぐれないようするのですが、マッ

トがバラバラの状況だとかえってつまずいたりして危ない状況ができますD 他には、ガラ

スの破片とか石とか落ちていなし、かといったものも含めて安全領域の確保をしましょう。

3) 回転ジャングルの例で、すD ジャングルの開口部分に、不用意に穴があいています。こ

ういった穴を子どもが見つけると指を突っ込みますo 指を突っ込んだまま回ると、そこで

ポキッと折れる可能性もありますとまた、指を突っ込んだまま抜けなくなってしまう状況

も考えられます口そのような理由で、不用意な穴はふさぐべきです白

つ白FD 



4) 単柱遊具の例です柱の根元ところに穴があいてしまっています。このような腐食は

早急に対処しないと、柱ごと倒れてしまう可能性があります。

く「ハザード」のチェックポイント>

1 )汚れがなく見た1-1も締麗なことが大切です-，保育園内の砂場というのはきれいでしょ

うが、それでもたまに聞くのが、犬や猫が入ってきて糞をするから動物よけのネットをか

ぶせてくれといった話はあります。砂場は、衛生上大事なところなので、きちんとまめに

チェックすることが大事です口それから、ブランコの下は、何もしていなければえぐれて

いきます口雨が降るとその部分に水たまりが出来たり、轍ができたりと危険な状況になり

ます。また、雨が続けば、水が溜まった状態が続き、不衛生な状況ができることも考えら

れます。

2) 園外の公園に子どもたちを連れていくこともあるかもしれません。公園の出入り口と

いうのが意外に危険なのです。例えば、公園の出口の先がすごく狭い歩道や車道になって

し、るケースがあります。横から自転車や車が高速で、走ってくるかもしれません。

く素材面のチェックポイント>

1 )金属部分の塗膜がはがれると、そこからさびが発生し、腐食が進行するので、表面の

部分に塗膜の剥離がないか気をつけて見てください。支柱の地際部分は非常に腐食しやす

いので気をつけて見ることが重要です白それから、揺動系遊具の回転部、例えばブランコ

の回転部分など、の可動部分は特に摩耗が激しくなるので、入念にチェックしましょう。

接合部については、ボ、ルトの緩み・脱落・腐食などがなし、かきちんとチェックをしてくだ

さい±それから、荷重の掛かる溶接部分、例えば踊り場の板を溶接している部分など、は

非常に荷重がかかっています。この部分が折れたりする可能性があるため十分注意して見

てください。意外にわかりにくい場所ですが、滑り台の踊り場の板と手すりのパイプにす

き聞があり、その隙間が非常に狭いのがたまにありますD その部分に落ち葉がたまり、雨

が降ると濡れた落ち葉がすき間に詰まってしまうことがあります。そうすると、この部分

が腐食しやすくなります。小まめに掃除することが大切ですの

2) 木質類の劣化というのは、腐朽、ひび割れ、ささくれ、欠損、節抜け、摩耗、折れ、

ぐらつき、絡みなどがあります。部材上面に割れや欠損がないか、小まめに見ることが大

切です。シロアリや腐朽菌による腐朽は、内部が侵蝕され、外見からはわかりにくいです。

ハンマーで、たたくいたり、 ドライパーを突っ込んだりして確認します。それから、丸太の

断面が割れて、雨水が浸透し、腐朽菌が発生し、気づかないうちに腐食劣化をしてしまう

という可能性もありますコ

qu 
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3 )プラスチック類 (FR P、ポリエチレンなど)は、一度割れてしまうと補修がききま

せん口割れると、割れた箇所というのは非常に鋭利であり、けがをしやすいので、応急的

にテープを張って対処するなど心がけていただけたらと思います母

く具体的な点検例>

1 )ボルトの出っ張りがあると、この部分に身体をぶつけたり、ひもなどがひっかかった

りするおそれがあります。

2) 滑り台のはしご階段です。階段がパイプ状になっていると、手で掴みにいくことがあ

るD ここの塗装がはげていると、表面が鋭利にとがっていることがあるため、早急に対処

する必要がありますの

3) F R P製の動物の置物の遊具ですが、劣化が進むと割れが進んできます。割れたとこ

ろは、非常に鋭利なので、手を切るおそれがありますD

4) ブランコのチェーンを座板の横に巻いて高くして遊ぶ子がし、ます。自分でやって'I~我

するのは仕方ないですが、遊んだ後にそのまま放置し、次に来た、そこまでまだ考えが回

らないような小さい子が乗ったときに、不意にチェーンが外れれば、そこで落下し、頭部

を打-ったりとかとしづ事故が起こる可能性がありますてこういうのは小学校・公園でも見

かけると思いますので、積極的にそういったチェーンを外してやるというようなことも事

故を防ぐことになります口

5) 滑り台のわきにベンチが置いてあります。やはり滑り台というのは上から下に滑りお

りてくるので、一見関係なさそうなんですが、何かの拍子で債に転落したときに、こうい

ったものがあると二次的な災害が起きるという可能性があります+

6) この遊具は、明らかに基礎が露出しています。

くブランコを例に点検のポイント>

ブランコを実際に点検する際のポイントです

1 )ブランコで一番危ない部分というのは、座板とチェーンを提げている金具とチェーン

です3 このチェーンをつないでいる部分が一番磨耗しやすい。これが切れると、転落・落

下事故が起きてしまいます。

2) 木製の座板のブランコがあるところもあるかと思います。今の規準では、この座板の

裏側に出ているボルトの突起は非常に危ないとされています。座板が木だけならば、ょっ
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ぽど当たりどころが悪くないと大変なことにはなりませんが、このボルトの突起物だけは

本当に危険な事故につながりますから、きちんとチェックをしてくださいコ

3) 木製の座板であれば亀裂が走りやすいので、チェックをしてください。

4)座板でもゴム板状のベルトみたいな形のものがりますて実は、ゴムの中に鉄板が入っ

ており、強度をもたせてありますη これもどこかひびが入れば そこからすばんと切れて

しまうことがありますので、十分に気をつけて見ましょう 3

5) ブランコの下の地面の水たまりやへこみを見かけます。水たまりができれば遊べない

し、不衛生です。それだけではなく、晴れたらでこぼことした轍が出来ますo ブランコは、

漕いでいたら、止まるためには必ず足をつくわけですが、足を地面に摩擦させながら止め

るというような状況があって、こうし寸轍があれば、そこにつま先がはまったり引っ掛け

たりして、足の関節を捻挫したり骨折したりという可能性があります。ぼこぼこの状態に

なってもマットを敷く予算がないこともあるでしょう o まめに山砂を補充してやるとか、

そういう形できちんと平らな状況をつくってやることが大切です。

くまとめ>

1 )管理者の方は目視、触診、聴診といった日常点検をせめて月に 1回はやってくださいっ

2) 劣化や環境に起因した事故を予防しましょう。劣化が一番に怪我や事故につながるも

のですコ劣化を事前に発見して予防しましょうコ

3) 日常点検でカバーし切れない部分を専門的な定期点検等をやって、部分的に補ってい

きましょうコ

4) 点検従事者への技術指導と利用者への情報提供とありますが、これは我々の部分かと

思いますので、こういった講習会に参加されるというのも一つの方法になります。
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